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沖縄国際大学に入学された新入生の皆さん、ご
入学おめでとうございます。教員の一人として心
から歓迎し、お祝い申しあげます。
人生には大きく分けて三つの喜びがある、とい

われています。それは、乳幼児のころ他人から精
神的・物的施しを受ける「貰う喜び」であり、皆
さんのような若人が自助努力して自己に内在する
精神的・肉体的力を引き出して「自己の潜在能力
を実現する喜び」であり、私のような熟・老年者
が年輪で力を蓄え、身内の妻子だけでなく、太陽
の熱・光のように社会を照らし、他者に尽くす
「奉仕の喜び」であります。
産声としてオギャーと歓声をあげてこの世に生

まれた赤ちゃんは、慈しむ母親に抱かれておっぱ
いを呑み、おもちゃを貰うことで至福の微笑みを
します。この微笑は、人生を明るく積極的に生き
る人格形成の基と言われています。不幸にして微
笑む機会に恵まれなかった赤ちゃんは喜怒哀楽の
バランスのとれた人格を形成することが難しい、
と言われています（周囲の働きかけにより可能で
はある）。胎内にいるときは、見えざる神のように
生命を育む母親と臍の緒で結ばれて生かされ、子
宮内を全宇宙と思っていました。文字通り、胎児
のお宮である子宮内で満ち足りた10月10日の人生
を終え、見えざる力に押されてこの世に生まれて
みると、生命を与えてくれた両親、血の繋がりの
ある兄弟・姉妹や祖父母の顔があり、頭上には万
物を育む太陽が輝き、地上には四季を彩る草木が
繁茂し、空には自然の美しさをたたえ、生きる喜
びを唄う小鳥が飛んでいます。我が家の家財道具
をみると、発展途上の国々の家庭には見られない
テレビ、ラジオ、冷蔵庫等の電気製品が配置され、
先人は人類の歴史で蓄積した「知・情・意」「真・
善・美」等に関する情報をコンパクトな形と塊に
して大学や街の図書館・博物館で蓄えています。
皆さんは図書館に行くと、この世の仕組み、

ル－ル、健康・幸福の条件、ものの考え方、一人
の人間として歩むべき道等を勉学することのでき
る恵まれた環境にあります。そのことに気付くこ
とは大事なことです。
皆さんは母親からおっぱい、周囲の方々からお

もちゃを貰って至福の乳幼児期を過ごしたことで
ありましよう。入学の喜びを噛みしめると同時に、
是非とも過去を振り返って見てください。過去を
振り返ることは、個人、社会、国家の未来を開拓
する礎になるからです。今回の入学の喜びは、周
囲の方々の励ましと自分の努力で自己に内在する
精神的・肉体的能力(知・情・意)の一部を引き出し

た結果であることに気付くことでしよう。この自
己実現の喜びは、、沖縄国際大学で勉学する４年間
に更に拡大・深化され、卒業後は社会を照らす大
きな喜びへと連動することでしよう。大学の教
員・職員一同は、全力を尽くして皆さんを手助け
します。
宇宙に一人しかいない自己の尊厳に目覚め、自

己実現に努めると、人は孤独では生きることも、
成長することもできないことに気付きます。人は
生きるためには、食事を摂らなければなりません。
食事の原料、例えば読谷村の紅芋は、種芋が地中

に根を張って水分、その他の栄養分を吸収し、芋
づるの葉にある葉緑素で太陽の熱・光を受けて光
合成作用により、独特の風味のある芋を生産して
います。その際、芋づるは動物の吐き出す二酸化
炭素を栄養源として吸収し、動物が呼吸するのに
必要な酸素を吐き出します。そのことを別の視点
から説明すると、この地球を構成する土や石の鉱
物は天に輝く太陽の熱・光の力を受けて草や木の
植物を育て、植物は人間や野生の動物を育て、動
物は生命を終えると鉱物、植物に恩返しをするか
のように、土や石になって植物を育て、永続的に
相互依存、循環、共生しています。「雨ニモ負ケズ」
の詩で知られる宮沢賢治は個人が成長して幸福に
なるための要件について「全ての生物はみな無量
の劫(カルバ)の昔から流転に流転を重ねてきた。…
だから我々のまわりの生物はみな永い間の親子兄
弟である」「世界ぜんたいが幸福にならないうちは
個人の幸福はあり得ない」「正しく強く生きるとは、
銀河系を自らの中に意識してこれに応じて行くこ
とである」、とのメッセ－ジを著作で送り続けてい
ます。賢治のメッセ－ジは自然科学上の真理です。
ケプラ－は「天は神の栄光を語り告げ、大空は御
手のわざを告げ知らせる」(旧約聖書詩篇19章１)を
研究の指針にして、規則正しく移動する夜空の星
を観測し、ついに惑星運動に関する三つの法則を

図書館は「アラジンのランプ」
―人間の三つの喜び―
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発見しました。その三つの法則とは、（１）すべて
の惑星は太陽を一つの焦点とする楕円軌道を運行
する、（２）惑星と太陽を結ぶ動経は同一時間内に
等しい面積を描く、（３）惑星軌道の長半径(太
陽－惑星間の平均距離)の三乗は公転周期の二乗に
比例する、ということです。この発見によって、
人々は宇宙には数学的な緻密な秩序があって、各
惑星は互いに調和を保ちながら運行していること
を知りました。この知見に基づいて、現代の自然
科学者は人工衛星を空に飛ばし、月面着陸と火星
の探査を行っています。自然界を永続的に統御す
る秩序は、いわば神の定めた法律です。社会科学
者は万物を永続的に生かす自然界の秩序の意味を
探求し、政治、経済、法律等の制定、運用の指針
にすべきだ、と考えられます。
私にとって図書館は「アラジンのランプ」のよ

うに貧乏な若者を富める者に、悩む者に希望を、
不幸な人を三つの喜びに導く学園の中心です。図
書館は先に述べた天と地に関する知識を深め、己
を発見し、自他の調和について学び、三つの喜び
を味わうことに関する資料を整えています。沖縄
国際大学の図書館は施設・設備、館長をはじめ職
員のサ－ビスに関する熱意は全国でもトップレベ
ルです。皆さんは沖縄国際大学で勉学することに
誇りを持ってください。
明治憲法は天皇を現人神と定め、教育勅語は個

人の潜在的能力を伸ばすことよりも、天皇と国家
に忠誠を誓う人材の育成を定めていました。その
ような歴史的背景もあって、日本人は御上に弱く、
権力になびき、時流に流される傾向が強い、と言
われています。現行の日本国憲法13条前段は根本
理念として「すべて国民は、個人として尊重され
る。」、と定め、24条は家族生活における個人の尊
厳・両性の平等を定めています。憲法制定時の日
本政府代表は、これらの条文の制定に強く反対し
ました。憲法24条の草案を策定したべアテ・シロ
タ・ゴ－ドンは著書『1945年のクリスマス』で日
本人について次のように述べています。

「日本人というのは、本質的に封建民族だと私
は思う。権力者の命令ならば、たとえ気が進まな
くとも実行する(中略)。日本人に人権という概念を
話しても通じない。わがままとか、個人主義とか
いう悪意のあることばに置きかえられてしまうか
らだ。」

ゴ－ドンの日本人観を裏付けるかのように、元
総理大臣の森喜朗は座右の銘として「滅私奉公」
を掲げ、個人を尊重する戦後の教育は失敗だとの
観点から憲法・教育基本法の改正を強力に推し進
めています。私は保護司として23年間少年院や刑
務所から仮出獄した人々の生活指導をしています。
保護司として気付いたことは、非行少年が増え、
学校が荒れているのは教育基本法が悪いのでなく、
その理念を具体的に実行しないことの方が問題だ

ということです。そのような視点から『教育の根
本理念は個人の尊厳である』とのタイトルで本を
出版しました。己に誇りを持ち、自分の心と体を
大切にする人は、他人が尊厳な存在であることを
認め、権力に媚びず、自ら奢らず、高ぶらず、弱
者に対しても公平に謙虚に接します。そして、イ
ンドのガンジ－、アメリカのキング牧師、憲政の
神様といわれる尾崎行雄のように人々の心と社会
を明るくするために、精力的に働きます。個の尊
厳に目覚めた学生は、日常生活では、駐車違反を
しないように法規を守り、大学祭で酒類を販売す
るようなことはしません。
憲法・教育基本法の改正の問題は、皆さんだけ

でなく、日本の将来を大きく変える重要な問題で
す。図書館で憲法・教育基本法の制定過程、改正
の目的、問題点等について、じっくり勉強し、静
かに考えて下さい。図書館はアラジンのランプの
ように、皆さんに新しい知識と知恵を提供します。
去った２月22日は朝から大雨でした。第三者か

ら見ると馬鹿げたことですが、私はおきなわマラ
ソンに参加するために五時に起きて食事をとり、
準備を整え、泡瀬にある総合グラウンドに行きま
した。雨は止まないのでゴミ袋に穴を開けて頭か
ら被り、九時にスタ－トしました。過去に完走し
たことはあるが、加齢と共に体力が衰え(私は1933
年７月生まれ)、完走の自信はありませんでした。
案じていた通り30キロ付近にくると、足は重くな
り、気分も悪くなりました。しかし、スポ－ツの
盛んな沖縄国際大学の教壇に立つ教員として安易
にリタイヤはできないと肝に銘じ、最後の10キロ
は電柱を目印に歩いたり走ったりして、なんとか
完走しました。タイムは５時間55分48秒で4690位
でした。「たかがマラソン、されどマラソン」です。
私はジョギングで体を鍛え、図書館を活用して教
壇に立つつもりです。沖縄国際大学に入学した皆
さんが恵まれた大学の図書館、運動場を多いに利
用して自己に潜在する力を開発し、三つの喜びを
味わうことをお祈りいたいします。

伴ネットメンバー（目の不自由な人々とジョギングを楽し
む筆者）の練習風景　於：漫湖公園・2003年12月
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アメリカ留学生活中に「ピッツバーグ大学ヒル
マン図書館」で過ごした時間は、一体どれほどの
長さになるのだろう。85年に大学院に入った当初
は、毎週、気の遠くなるほど数多くの専門雑誌論
文や書籍を課題に指定された。まだ読む速度が遅
かったので、ひたすら図書館にこもって、それら
を読み、ノートを取った。90年代前半には、学位
論文の調査で、連邦議会議事録や、経済紙（マイ
クロフィルム）を読むことに専念していた。
ピッツバーグ大学は、大した大学ではないのだ

が、本部図書館の蔵書数は300万冊を数え、通常必
要な本は手に入った。大学図書館は、全米に点在
している「寄託図書館」として、政府の公文書が
備えられ、そのおかげで地方都市に住みながら、
首都ワシントンに行かずとも、連邦議会の議事録
を使った研究が可能だったのである。
90年代を通じて、大学図書館に大きな変化が生

じた。まず、検索システムが導入され、蔵書カー
ドが廃棄された。蔵書カードの廃棄は、当時議論
をまき起こした。カードからデータベースへの変
換作業において、たとえ0.1%の誤差でも、300万冊
ある本のうち3000冊が行方不明になってしまう。
また、カードは、司書からの、本や利用者へのメ
ッセージである、という心情的な声もあった。し
かし、たくさん並んでいたカードボックスは、い
つの間にか消え、カード自体も廃棄されてしまっ
た。検索システムは、みるみるうちに利便性を増
し、今ではカードを使って本を探していたことが
嘘のようである。もちろん、早い時期にインタネ
ットに接続された。http://www.library.pitt.edu/
検索システムの導入と並行して起きたのが、読

書用の机がPCやMacのデスクに置き換えられてい
ったことである。開架式の書架の脇に、多くの個
人用読書席ボックス（キャレルと呼ばれる）が並
んでおり、勉強する際にはそこに本を積み上げて
取組んだ。そのキャレルが、ほとんどなくなって
しまい、コンピュータに取って代わられた。今で
は申し訳程度の机が残されているのみである。自
前のコンピュータが持てない学生にとっては有難

いし、コンピュータ室だけでは不足する分を、普
段授業に使うわけではない図書館に入れるのも、
仕方がなかっただろう。しかし、キャレルが無く
なっていった時期は、図書館で本を読む学生の姿
が消えていく時期でもあった。
留学４年目から学部科目を教えていたので、学

生のレポートの変化に気が付いた。使う資料に、
インタネット上のものが入り出したのが93 - 4年。
以後、レポートはもっぱらインタネット上の資料
の切り貼りになり、学生達は本を使わなくなって
いった。
今思うと、キャレルをなくしたことは、図書館

にとっての自殺行為だったのではないだろうか。
コンピュータがこれだけ安価になれば、共用のも
のを設置する意義は低下した。確かにインタネッ
トは便利なもので、十年以上前に、あれだけの時
間をかけて検索し読んだ連邦議会議事録を、今で
は沖縄にいて、より効率的に読むことが出来る。
しかし、書籍の価値は今も変わらない。インタネ
ットだけで学問が成り立つという幻想に、学生達
がとらわれないことを願う。

アメリカの図書館

法学部教授　　佐　藤　　　学

ピッツバーグ大学ヒルマン図書館
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次から次へと課される論文を仕上げるために、
私は連日深夜まで図書館に入り浸っていた。米国
ヴァージニア州にあるジョージ・メイスン大学図
書館の閉館時間は深夜2時だった。利用当初は、そ
んなに遅くまで開いていて便利なものだ、と感動
していたが、アメリカではごく普通のことらしい。
それどころか、1日24時間開館している図書館もあ
ると聞き、論文の締切りが迫ってきたときは、と
ても羨ましく思ったものだ。
ものを調べて文章にまとめる作業は、新しい航

路を求めて大海原へと漕ぎ出す旅のようなものだ。
用意した海図が正しくなければ、めざす大陸に辿
りつけない。そして、冒険者にとって図書館は、
航海の途中に立ち寄る港町のようなものだ。大勢
の人が行き来する港町のなかでも、冒険者はすぐ
に見分けがつく。顔つきでわかる。遠い目をして
いるのだ。髪をピンクに染め鼻ピアスをした女の
子だって、腰までの髪をうしろで一つに束ねたジ
ーンズ姿のおじさんだって、冒険者の頭の中はこ
れからの航海のことで一杯なのだ。
ところで、学術書でも小説でも、読んでいる間

はその内容について考えている。それなのに、な
ぜまた、わざわざ「考える」ために書かなければ
ならないのだろう。留学最初の頃、知りたいこと
はそれこそ膨大で、自分で下手な文章を書くより
も、その時間を使って優れた文献をひとつでも多
く読み了えたかった。初年度のゼミを担当してい
たジェイコブズ教授にこの疑問をぶつけてみた。
彼は予想外の質問に驚いたようだったが、丁寧に
答えてくれた。「人が、書かずにどうやって考える
のか、正直いって私にはわからない。」それは、と
てももの静かな、ゆっくりとした言い方だった。
独り言のようにも聞こえた。
あの一言を聞いた日から５年近くが経った。こ

の間、結局私は数百ページの論文をまとめるため
に、のべ数千ページの草稿を書くことになった。
うち３年の留学期間中は、ほとんど毎日、大学図
書館で文献を調べ、コンピュータ・ラボで課題を
執筆し、カフェテリアでコーヒーを飲みながら書

いたものに手をいれ、また図書館に戻って調べ物
をした。同じことを何度もくりかえし、そして書
いた。友人や指導教官に、自分では気がつかない
間違いや分かりにくい部分を指摘してもらい、さ
らに書き直した。パソコンのキーボードに指をお
き、何時間も画面の文字をみつめながら、ひとつ
の文章さえ紡げないこともあった。夜の大海原で、
陸も星も見えずに途方にくれる気分だった。そん
なときは、また図書館へ向かった。自分の言いた
いことを的確にあらわす言葉を探すために、何冊、
ときには何十冊もの本を参照した。水先案内人を
書物の中に求めた。
うまく思いが綴れないとき、それは考えが混乱

しているか、わかったつもりで実は全くわかって
いないときだった。書くことで、冒険者は旅の海
図に自分の考えが辿った航路を記し、これからの
進路をしっかり見定める。おそらく、ジェイコブ
ズ教授が言いたかったのはこのことだったのだろ
う。
論文が完成して、ひとつの航海がおわる。新し

い航路の発見を目指して意気揚々と臨んだ航海な
のに、成果といえば、それまで海図にのっていな
かった小さなサンゴ礁をみつけた、というような
ささやかなものだったこともある。反省も多い。
それでも、一つの航海を乗り切ったという小さな
満足感を胸に、冒険者は再び大学図書館へと向か
う。新しい航海への誘惑にかられて。

留学中、大学図書館のほか、米国国立公文書館（写真）、議
会図書館など多くの資料機関のお世話になりました。

図書館という港

経済学部講師　　源　河　葉　子
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「情報」という言葉を聞くと、皆さんはどのよ
うな事をイメージするでしょうか？短絡的に「コ
ンピュータ」とイメージする方もいるかもしれま
せん。広辞苑によると情報とは、判断を下したり
行動を起こしたりするために必要な知識、と示さ
れています。インターネットの普及は膨大な情報
をもたらし、コンピュータ技術の進歩は様々な種
類の情報を我々の目的に合致した形態へ加工する
ことを可能としました。つまり、何を目的とし、
膨大な情報の中から必要なものをどう選択し、ど
のように処理を施していくのかが大切であり、イ
ンターネットやコンピュータはこれらを効率的に
行うための道具にすぎないと私は考えています。
もちろん、非常に高性能な道具ではありますが。
一方、近年の情報通信技術の進展による社会変

革の流れを受け、沖縄でもマルチメディアアイラ
ンド構想が策定されました。ここでは、既存産業
の情報化、新規産業創出の推進による自立的発展、
産業の活性化・集積等が重要なテーマとして取り
上げられ、地域産業分野を活性化、または新規企
業を創造できる人材の育成が急務となっています。
このような地域人材ニーズを踏まえ、本学でも産
業情報学部が2004年度に開設されました。
産業情報学部は企業システム学科と産業情報学

科で構成されています。企業システム学科では、
企業活動全般を対象とし、企業の意思決定に必要
な知識や技術と企業を取り巻く経済的な環境を中
心に理解を深めることを主目的にしており、「企業
経営における高度な経営情報分析能力、国際的ビ
ジネス感覚を持ったビジネスの専門家」の育成を
目指しています。
産業情報学科では、まず、経済社会の基本的な

仕組みと情報について学び、私たちの社会が如何
に情報と深く結びついているかの理解を深めます。
次に、企業や産業の発展・創出を理解するために、
企業及び産業の知識と合わせて、情報の整理・分
析方法、コンピュータ技術の活用について学びま
す。産業情報学科では、あらゆる産業分野におい
て情報化を推進する「産業の情報化」と、情報を

基に企業や産業の発展・創出を図る「情報の産業
化」を担う人材の育成を目指しています。
さて、図書館についてですが、これは情報を提

供する施設であると言えます。本学の図書館は、
書籍が約32万冊、新聞・雑誌が約2,200種類、ビデ
オ・CDが約7,000点も所蔵されており、また所蔵書
籍を効率的に利用できるシステムも備えた、非常
に充実した施設であると思います。
インターネットも情報収集の場としての側面を

持ちますが、双方とも一長一短があります。例え
ば、最新情報の収集という目的であればインター
ネットに分がありますが、現在までの情報収集を
目的とするなら図書館に分があると私は思います。
つまり、インターネット上の個々の情報は断片的
なものであることが多く、事象全体を理解しよう
とすると、やはり図書館に所蔵されている書籍も
利用すべきでしょう。図書館の膨大な数の書籍の
中から必要な資料を探すのは大変な作業ですが、
その反面、目当ての資料を見つけると非常にうれ
しいものです。インターネットだけでなく、図書
館にもっと目を向けてみてはいかがでしょうか。
きっと、新たな世界に出会えると思います。先ほ
ども述べましたが、何が目的で、必要な情報をど
う選択し、どのように処理を施していくのかが大
切だと私は考えています。情報を幅広く収集し有
効に活用してこそ、新たな知見が創造されるので
すから。

情報と図書館

産業情報学部助教授　　平　良　直　之

図書館システムの利用風景
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図書館特有の空気というものがある。私は図書
館より自宅で読書をするタイプなのだが、それで
も、あの空気の中で読書をしたくなって、図書館
に足を運ぶことがある。図書館には非日常的で刺
激的な何かが確かにある。では「図書館的空気」
の淵源はどこにあるのだろうか。
村上春樹の短編に「図書館奇譚」という作品が

あるが、図書館がシンとしているのは本が音を吸
い取るからだ、というような台詞からはじまる。
主人公は図書館の地下にある迷路に迷い込み、さ
らにその奥の長い階段を降りた末に閉じ込められ、
脳みそを吸い取られそうになる。荒唐無稽なスト
ーリーだが、知識の森の奥へ分け入っていくとき
の恐怖と魅惑をうまく描いているような気がする。
図書館は、想像と現実の境界領域へと導かれる入
口のような場所なのかもしれない。しかし私にと
っての「図書館的空気」とは、暗い地下室の孤独
なイメージとは少し異なるものだ。
何より、図書館の空気とは、その空間を共有す

る人々によって作られるのだと思う。ひとつの空
間として見た場合、私にとって好ましい図書館の
条件とは、図書館員の人々が親切であり、天井が
高く、広いガラス窓で囲まれ、閲覧室での他人と
の距離がちょうどいい具合に保たれていることで
ある。近所の市立図書館に行くと、子供をあやし
ながら本を探す主婦や、自習机を占拠する制服姿
の高校生集団や、度の強い眼鏡に手を当てて丹念
に新聞を読む老紳士の姿などが見受けられる。時
折むずかる幼児の鳴き声が高い天井に響いて、沈
黙を破ったりする。異なる年齢層の人々が各々の

知的欲求を抱いて図書館に集まり、各々の生活の
一部をその表情にのぞかせている。
一方大学図書館では、まちの図書館に比べれば、

やや切迫した表情が多く見られる。辞書や資料の
山をストイックな表情でさばいている学生や、石
化したように頬杖をついたままの学生、つっぷし
ていた頭をむっくりと上げて目をしばたかせてい
る寝不足らしき学生などがまばらに席を占めてい
る。地下書庫に行けば古書のにおいが充満して、
時間の流れも淀んでいるかのように思われる。薄
暗い書庫で自分の他に誰もいないと思っていると、
突然すぐ耳元で「はらり」とページをめくる音が
して、薄気味悪くなったりする。
図書館に足を踏み入れると、私は一人になった

気持ちになる。その一方で、周りには見知らぬ赤
の他人がいて、その一人一人が、それぞれの想像
の世界を広げて、そこに埋没している。お互いの
世界は交わることはないが、その場所を共有して
いるという感覚はある。ときに棚から取り出した
本のページをめくっていて、ふりがなや下線が書
き込まれていたりすると、見知らぬ誰かの痕跡が
私の読書に介入してくる。本の裏表紙を開き、貸
し出し用シートに記されている日付を何となく眺
め、自分は何番目なのかを確かめたりする。他人
がどんな夢を見ているのかを知ることは不可能だ
が、図書館に行くと、ちらりとその影を見ること
ができるような気がしてくる。うまく言えないが、
一人でありながらそうではないという感覚、それ
が「図書館的空気」の源を成しているのではない
だろうか。

図書館と私

総合文化学部講師　　西　原　幹　子

料金を払って読む
公立図書館ができる以前、人々は料金を払っ

て私立図書館から本を借りなければならなかっ
た。18世紀には紳士用図書館、19世紀には会
員制図書館もあった。

『ビジュアル博物館第48巻　文字と書物』
（同朋舎出版）より
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新学期、新入生の皆さんは希望に胸を膨らませていることでしょう。
れないようにしてください。図書館には約32万冊の図書が常備されてい　　　
外の新聞も用意されています。AVリソースコーナーには、ビデオ、レー　　　
できます。また、パソコンを使ってのレポート作成やインターネットから　　　
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私たちが生活している情報社会は、今後さらに
「いつでもどこからでも」必要な情報源にアクセス
でき、ますます個人の情報収集能力が求められる
ようになっていきます。
図書館は、私たちにとって一生利用できる社会

施設であり、知と情報の宝庫です。そして、この
図書館にはさまざまな「図書館サービス」があり、
必要に応じて各種サービスを受けることができる
のです。在学中に図書館利用の知識と技能を身に
つけ、情報社会を生き抜くことのできる「情報探
索の達人」の基礎能力を養ってください。
本学図書館は、地上４階、地下２階の建物です。

そして、現在約32万冊の一般・専門図書、2200種
類を超える学術雑誌や7000点以上の視聴覚資料を
所蔵しています。これらの資料や施設を効果的に
利用するためには、まず「館内のどこに何がある
のか」、また「どのような図書館サービスを受けら
れるのか」をきちんと把握しましょう。新入生を
対象とした「図書館利用オリエンテーション」も
ありますので、図書館の職員から館内案内と具体
的な説明を受けてください。また本学図書館のホ
ームページも参考にしてください。
館内資料の利用は、資料名と保管場所がわかっ

ていればすぐに利用できます。しかし、大学生活
ではレポートや論文作成などで「参考となる資料
にはどのようなものがあるか」のように、自分自
身で必要な資料・情報を探すことから始めなけれ
ばならないことがあります。その場合には、次の
ような情報手段を使用して情報を収集をしましょ
う。(本学図書館ホームページ内の「資料の探し方」
参照)
①参考図書類(辞書・事典、便覧、年鑑、書誌、
目録、索引など)による調査
②CD/DVD、オンライン・データベースによる
情報収集

③インターネットによる情報収集(図書館ホーム
ページ内の「リンク集」参照)
④OPAC(Online Pablic Access Catalog)による本
学図書館の蔵書検索：所蔵の有無
さらに「資料の探し方や参考図書の使い方がわ

からない」などのような時は、『レファレンスサー
ビス』という図書館サービスを利用しましょう。
利用したい資料が貸出し中であれば『予約』を、
本学図書館が所蔵していなければ、『図書館間相互
協力』を利用できます。図書館に備えて欲しい図
書があれば『リクエスト』もできます。このよう
な図書館サービスを利用したい時は、カウンター
の職員に詳しく聞いてください。また「機器類の
操作方法がわからない」ような場合にも、サポー
トをしてくれます。
館内にはいろいろなコーナーもあります。１階

入口右側の「ブラウジングコーナー」には、新聞
や雑誌があります。２階には「郷土関係資料室」
があり、県内でも充実した郷土資料を備えていま
す。３階の「AVリソースコーナー」では、CD・ビ
デオ・DVDなどが視聴でき、またパソコンでワー
プロやインターネットなどを使用することもでき
ます。読書のほか、レポート・論文作成ではもち
ろんですが、勉強に疲れたときのリフレッシュの
ためにも利用してください。
なお図書館を利用する場合は、お互いに基本的

マナーを守ることを心がけましょう。

図書館を利用しよう
総合文化学部講師　　吉　田　肇　吾
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在学生の皆さんも現状に慣れることなく、常にフレッシュな気持ちを忘
　　　ます。その中には約20000冊の郷土資料も含まれています。県内、国内
　　　ザーディスク、CDなどの視聴覚資料が常備されています。名画も鑑賞
　　　の情報検索も可能です。図書館を利用し、学生生活を充実させましょう。

図書館でディスカバ
商経学部経済学科３年次　平　良　年　康

「図書館は利用しづらい」と思ったこ
とはありませんか？私も本学の図書館を
利用するまではそうでした。今までの私
はあまり本を読むことがなく、図書館と
は無縁の存在でした。高校のころは全く
といっていいほど図書館を利用しません

でした。それに図書館利用者＝“がり勉”という堅いイメ
ージをもっていました。
平成14年に沖縄国際大学へ入学した私は高校同様、入学

当初は図書館を利用することはありませんでした。ある日、
母から「五体不満足」という本を薦められ読んでみると、
とてもすばらしくて感動しました。筆者の声がストレート
に私の心の中に入ってくる感じでした。それから私は本を
読んでみたいと思い大学の図書館を利用してみることにし

ました。図書館の中へ入ると、高校の図書館とは比べよう
もないほど広く、本の数も豊富で、これには私自身驚きま
した。さらに驚いたことは、図書館で映画を観ることがで
きることです。今までの図書館に対するイメージが完全に
覆された感じでした。あの日以来、私は毎日といっていい
ほど大学図書館を利用しています。
本学図書館の最大の良さは自習机が多く完備されている

ところです。大学の講義は長く、講義の中で全て理解する
ことは困難なことで、私は一日の講義が終わると図書館の
自習室へいき講義で習ったことを自習するようにしていま
す。
今では図書館は私にとってなくてはならない場所となり、

講義がない日でも図書館へいき自習したり、本を読んだり、
映画を観たりしています。
新入生のみなさん、これから始まる学生生活を有意義に

するためにも図書館を利用しましょう。自分にない何かを
発見できるはずです。図書館がみなさんの発展の場となる
よう大いに利用し、学生生活をエンジョイして下さい。

この図書館は動いている
総合文化学部日本文化学科４年次 鈴　木　潤　三

私は、この図書館は常に進化している
と感じます。県内のどの大学よりも優れ
た設備を備えているのは確かです。豊富
な蔵書、パソコン、AVホール、スタジ
オ、グループ学習室に休憩室、まして喫
煙室のある図書館など聞いたこともあり
ません。

しかし、それ以上に図書館職員の皆さんの凄さです。常
により良いサービスを考える姿勢を持ち、要望があった場
合はもちろんのこと、職員から見て気付いたことがあれば、
すぐに提案し、検討するのです。全てが実現する訳ではあ
りませんが、少しでも利用しやすいように、と様々なこと

が話し合われ、実行されているのです。ですから、学外の
利用者が多いことも特徴です。それだけ利用者からの評価
が高いということもわかります。
「この図書館は動いている。図書館自体が学び、成長し

ている！」と感じます。
しかし、そんな一方で、一部の心無い利用者もいます。

使いやすい開放的な雰囲気を逆手に取り、他の利用者のこ
とも考えず、お喋り等をして、ただくつろいでいたりしま
す。図書館は「くつろいで」学べるとしても、「くつろぐ」
場ではないと思うのです。そこを勘違いした利用者がいる
ことを残念に思います。
利用する側もされる側も、常に学ぶ姿勢を忘れない。そ

の姿勢こそが、図書館を真の「学びの場」にするのだと思
います。
そんな場で自分も学べるということを、私は誇りに思い

ます。

図書館のイメージ
法学部法学科４年次　大　城 綾　乃

皆さん、図書館は好きですか？よく利
用していますか？
私は図書館がこれまでは苦手でした。

本はもともと好きなので図書館を利用し
ていたのですが、図書館にいるとなぜか
落ち着きがなくなり、本を借りるとすぐ

に退館してしまうのが常でした。また、宿題やレポートを
出されて図書館で資料を探しても家に帰って仕上げようと
思い勉強することはありませんでした。きっと私の中で図
書館は敷居が高いものだと感じて緊張していたのだと思い
ます。そのため図書館を有効利用することはできませんで
した。
しかし、本学の図書館に出会って図書館のイメージが変

わりました。一般・専門図書が豊富なだけでなく、雑誌や

パソコン、ビデオ・LDなどAVリソースコーナーがとても
充実しているからです。逆に今では図書館に親近感が芽生
え、よく利用しています。講義の空き時間を使って、友達
とビデオを見たり、インターネットで情報を収集したりし
て、大学生活をエンジョイする場となっています。また、
テスト前やゼミなどみんなで集まって勉強するときもよく
図書館のグループ学習室を利用しています。図書館は静か
にしないといけない場所ですが、このように討論もできる
場所もあるので作業がとてもはかどります。学生のニーズ
に合わせた素敵で快適な図書館です。苦手だった図書館が
今では大学生活に欠かせない一部になっています。
このように、これまでは大学生活を充実・エンジョイす

るための場 として利用していましたが、これからは就職に
向けた資格試験や就職活動の勉強のために利用しようと思
っています。本学の図書館はいろいろな形で活用すること
ができます。皆さんも自分なりの利用の仕方を見つけるこ
とをお勧めします。きっと楽しい大学生活を送るための場
所になると思います。



9

第38号2004（平成16）年４月２日

私が大学院で学ぶことを決心したのは、近年の
会計基準や商法改正が、これまでの知識や経験を
白紙に戻す勢いに思え、あせりを感じていた頃、
情報誌等からわが国の会計基準の改正が、世界標
準の会計基準である『国際会計基準』との調和の
ための改正で、今後もその調整のための改正が続
くことを知り、改正基準だけでなく、その基とな
る『国際会計基準』についての知識の必要性を痛
感したからです。幸いにして、当大学院の「地域
産業研究科　会計コミュニケーション領域」に入
学し、その後一定の成果としての修士論文が認め
られ２年間の研究生活を修了することが出来まし
た。その中で、さらに会計基準と深い関係にある
商法や税法等に関する法律知識の必要性を感じ、
現在は、法学研究科に在籍しております。
大学院では、院生各自の研究テーマに従って、

関連する文献やデータの蒐集、分析、考察に大半
の時間が費やされますが、その一方において、研
究関連に必要な幅広い知識の習得として、一定の
単位修得が課せられます。このとき各科目の教授
や同じ研究領域の仲間との交流があり、有意義な
知識や情報を得ることが出来ます。また、カリキ
ュラムは社会人に十分配慮されたものであり、さ
らに院生には多くの特典（例えば、共同研究室や
資料室、図書館の研究個室の使用、書籍の貸出冊
数、貸出期間等）があり、研究に必要な環境が用
意されています。このような環境のなか、当初の
１年間は、必要な単位修得と、研究テーマの確定、
関連文献の蒐集等であっという間に過ぎ去り、院
生生活を経験している私でも、改めて「時」の早
さに驚いています。この「時」の早さに比例する
かのように、人脈も大きく広がり、また、多くの

書籍との出会いにより、専門知識や情報だけでな
く、様々な（企業に関連する経営学や経済学、IT
等の）知識や情報も得られます。私は、これらに
より、社会で遭遇する問題にも的確にかつ柔軟に
対処する能力を身につけることができるのではな
いかと感じています。そして２年次には、指導教
授の下、修士論文の作成に全力を挙げて取り組む
ことになります。10月には、「修士論文中間発表」
において研究の内容やその方法を公開し、そのこ
とについての質疑が行われ、この質疑応答により
研究の論点が明確になり結論までの方向性が確立
され、修士論文の完成に近づくことになります。
その後最終試験を経て、２年間の研究成果として
「修士論文最終発表」が行われるのです。
大学院で学んで感じたことは、「大学院は、私が

携わってきた職業を通じて抱いた疑問の解決だけ
でなく、その基礎や将来のあり方まで体系的に学
習することが出来る場、人脈が広がる場」、そして
「激動する現代社会のニーズに合った教育機関」だ
ということです。仕事と大学院の両立は、決して
楽なものではありませんが、そこには、多様な考
え方を知る楽しみや、疑問を解決する喜びがあり、
私にとって大学院で学ぶということは、職業のレ
ベルアップを図ること、さらには自己実現を図る
ことなのです。
「年を重ねただけで人は老いるのではない。理

想を失うとき初めて老いるのである。
Nobody grows old merely by a number of years. We
grow old by deserting our ideals.（サミュエル・ウ
ルマン「青春」）」とあるように、理想を持ち続け
たいと思います。

仕事と大学院の両立
法学研究科　法律学専攻２年次　　上　原　香代子

キーワード　
上原さんは、本学大学院「地域産業研究科」を修了し、現在は「法学研　　　

ルアップと更なる自己実現」に向け邁進している。一方、仲原さんは学　　　

システムを活用しながら論文テーマに取り組んでいる。理想に向け、

集中講義前の自習風景
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皆さんは「大学院」と聞くと、なんか特別な場
所のようで、私には･･･などと考える人が多いかも
しれない。私もそんな考えを持っていた１人で、
大学卒業後は就職！と自分の中で決めていた。
大学卒業を目前にしたある日のこと、当時のゼ

ミ担当教員から「沖国大の大学院に人間福祉専攻
が開設する」という話があり、その担当教員は
「挑戦してみないか？」と私に問いかけた。「えっ、
私が･･･なぜ？」頭の中が真っ白になった。そのま
ま卒業するか、大学院進学か･･･悩みぬいた末、大
学院進学を決意したのだった。
昨年４月から大学院進学という道がスタートし、

日々の講義やレポート作成、自身の研究に追われ
ながらもなんとか1年を過ごしたように思える。大
学院の講義は、学部とは違い少人数のゼミ形式で
行われるため中身も充実しているが、それなりの
知識も必要とされる。特に前期は自身の勉強不足
に対して落ち込む日も多く、「このままではついて
いけない」と思い、逃げる気持ちでいっぱいだっ
た。そんな私が立ち直り、支えとなったものは、
家族・友人・彼氏……そして同じ専攻で学んでい
る仲間かもしれない（もちろん先生方も）。人間福
祉専攻は、社会福祉学領域と臨床心理学領域の２
つの領域からなり、私が在籍している社会福祉学
領域は、年齢層が20代から50代と幅広く、職種も
様々でなおかつ一人一人が個性的である。ここで、
実際にあった出来事があるので紹介する。ある日
の講義終了後、元気のなかった私に対して、同じ
専攻で学ぶ仲間の１人が「馬のように、とにかく
突っ走りなさい！」とアドバイスをくれた。その
人は私よりもずっと年上だが、何事に対してもプ
ラス思考である。その言葉は何でもないことかも
しれないが、私の前に立ちはだかっていた壁が取
り払われ「とにかく、やり遂げよう！」という気
持ちが湧いてきた。その言葉があるおかげで今の
自分が存在し、その人に対して感謝の気持ちでい
っぱいである。

現在、「重症心身障害者の地域生活支援の現状と
課題」という卒業論文からの研究テーマを継続し
て取り組み、研究に欠かすことのできない文献は
本学の図書館を利用している。特に先行研究にお
いては、NACSIS-IRという検索システムを利用して
いる。恥ずかしいことに、NACSIS-IRを知ったのは
大学院に入ってからのことだった。NACSIS-IRの検
索方法は、あるキーワードを入力するとそのキー
ワードの論文タイトルが表示される。私が調べた
限りでは、「重症心身障害」で約70件、「障害者」
にもなると400余りもの論文タイトルが出てきた。
その中から自分の研究テーマに沿った内容の論文
を選択し、論文が本学にない場合は、他大学から
取り寄せることもある。その他、資料検索なども
本学図書館の検索システムを利用している。
私にとって大学院は、研究する場とともに、同

じ専攻で学ぶ仲間同士の交流の場である。今の自
分が存在するのも、周囲の「支え」があるからだ。
あの時、ゼミ担当教員の一言がなければ……私は
今とは異なる道を歩み、今の仲間にも出会うこと
がなかっただろう（あのゼミ担当教員は、今……
私の論文指導教員である）。
誰にでも「道」はあるし、チャンスが訪れる。

それは苦しい道のりかもしれない。それを達成し
た時、自分自身が大きく成長できることを信じて
……今は、私に与えられた大学院進学という道を
進み、将来へ向けて歩み始めたところである。

研究、仲間との交流
地域文化研究科　人間福祉専攻２年次　　仲　原　　　都

　　は「理想」
　　　究科」で勉強中。図書館の院生向けの特典を活用しつつ、「職業のレベ

　　　部学生の時のゼミ教員の一言で大学院で学ぶ決心をした。図書館の検索

ひた走る二人に登場してもらった。

日本社会福祉学会出席　於：大阪・2003年10月
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今年の２月初旬に宮崎県の女子高校生が「自衛
隊派遣でない方法でイラク支援にあたって」とい
う請願書（5358人分）を小泉首相に出した。請願
はまったく読まれず、政府の派遣推進の立場－
「自衛隊は平和的に貢献する」－をしっかり教えて
いないということで、首相自身が学校現場の先生
方に異例の苦言を呈した。世論を二分するこのテ
ーマについて「政府の立場こそが正しいもの」と
して指導せよと。これには疑問を持った。これで、
国民主権にふさわしい人間や社会に対する「良識
や健全な判断力」（教育基本法８条(政治教育)の立
法者意思）を備えさせる学びを創れるのだろうか。
高校生の行動は、教科書にもない、世論を二分し
たこのリアルな社会問題に対して、自分たちの脳
味噌で、疑問を持ち、学び、考えたすえのもので
あった。だからこそ、イラクの人々や自衛隊の
人々という他者の事が人間として心配になり、つ
いに勇気を持ってモラリッシュに行動したのでは
ないか。なぜ、我々の大人社会は、このようにリ
アルな社会認識と生きたモラルを結びつけようと
する、人間と社会に対する自発的な学びの芽を摘
み取ろうとするのか。
こうした疑問を思うとき、私の心に浮かぶ一冊が
ある。戦前からのロングセラーの吉野源三郎『君
たちはどう生きるか』岩波書店－本書は、戦前の
初版（1937(昭和12)年）を1982(昭和57)年に文庫と
して収録したもの－である。1937年といえば、わ
が国でもアジア太平洋戦争に至る日中戦争に国民
が巻き込まれていく頃で、ヨーロッパでも以後ム
ッソリーニやヒットラーが政権をとり、超国家主
義や軍国主義が国民一人ひとりの自由や生命に脅
威となっていく時代である。そうした暗い時代を
憂え、著者は次代を担う少年少女のために、人間
の尊厳や自由の大切さを説く子ども向けの〈人生
読本〉を書いた。本書は、14歳の主人公コペル君
と若いおじさんの身近な対話という構成を持つ。
おじさんは日常周辺の出来事の観察や体験につい
てコペル君自身に注意深く順々に思索を進めるこ
とを促し、コペル君自身の人間の生き方・モラル

が社会認識に深く関わることを発見させていく。
この学びは、実生活と結びつかない偏狭な国粋主
義道徳や天降り的に押しつけられた非科学的な神
話的国史の当時の教育一般とは違う。例えば、コ
ペル君はある夜中、粉ミルクのことを考える。粉
ミルクがオーストラリアでつくられて日本へ、さ
らにコペル君の口にはいるまでに多くの未知の
人々が網の目の関係を取り結ぶ法則があることを
発見し、「人間分子の関係、網目の法則」と命名し
た。おじさんは、コペル君を社会学・経済学の
「生産関係」の社会科学的認識へと促し、自然科学
の「物質分子の運動法則」と社会科学の「人間分
子のそれ」との区別を述べて、コペル君の「法則」
を補う。つまり、「人間分子の関係」には「まだま
だ本当に人間らしい関係になってい」ない社会的
不正義の矛盾がある。同時に「自分の行動を自分
で決定する力を持つ」両面性－だから誤りを犯す
し、誤りから立ち直る－を倫理的に自覚するのが
人間でもある。こうして、社会科学的認識がモラ
ル・倫理的行動に結びつく意味もあることが駄目
押しされる形で強調されるのである。
以上のように、本書は本当の学びとはなにかを

伝える。学びを疎外する昨今を思うからこそ、本
書は読み継がれるべき古典の一つではないか。

『君たちはどう生きるか』
（吉野源三郎 著　岩波書店）

総合文化学部教授　森　田　満　夫

図書紹介
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法学部法律学科長　井村真己 
書　　　　名 

論憲の時代 

空想法律読本 

毎日新聞論説室 

盛田栄一 

富永健一 

養老孟司 

村上　龍 

日本評論社 

メディアファクトリー 

中公新書 

新潮社 

幻冬社 

社会変動の中の福祉国家 

バカの壁 

13歳のハローワーク 

q

w

e

r

t

著  者  名 発  行  所 

法学部地域行政学科長　熊谷久世 
書　　　　名 

知っておきたい 
市民社会における行政と法 
サイエンス・オブ・ロー 
事始め 

園部逸夫 

佐藤義彦 

山本　啓 

嶋崎英昭 

養老孟司 

不磨書房 

有斐閣 

ミネルヴァ書房 

週間住宅新聞社 

新潮社 

 

NPOと法・行政 
らくらく合格 
受かるぞ行政書士2004年度 

バカの壁 

q

w

e

r

t

著  者  名 発  行  所 

経済学部地域環境政策学科長　名城　敏 
書　　　　名 

正高信男 

武田邦彦 

武田邦彦 

金子郁容 

本川達雄 

中央公論社 

文芸春秋 

青春出版社 

岩波書店 

中央公論社 

ボランティア 
もうひとつの情報社会 

「リサイクル」汚染列島 

ゾウの時間ネズミの時間 
サイズの生物学 

ケータイを持ったサル 

リサイクル幻想 

q

w

e

r

t

著  者  名 発  行  所 

産業情報学部企業システム学科長　清村英之 
書　　　　名 

清水廣一郎 

日本経済新聞社（編） 

 

田中　弘 

奥村　宏 

平凡社ライブラリー 

日経ビジネス人文庫 

日経ビジネス人文庫 

新潮新書 

岩波新書 

中世イタリア商人の世界 

20世紀　日本の経済人 

吉野屋の経済学 

時価会計不況 

株主総会 

q

w

e

r

t

著  者  名 発  行  所 

安部修仁 
伊藤元重 

経済学部経済学科長　湧上敦夫 
書　　　　名 

小塩隆士 

岩田規久男 

若田部昌澄 

川勝平太 

ちくま新書 

日本経済新聞社 

東洋経済新報社 

日経文庫 

NHKブックス 

高校生のための経済学入門 

スッキリ！　日本経済入門 

経済学者たちの闘い 

経済史入門 

平成大停滞と昭和恐慌 

q

w

e

r

t

著  者  名 発  行  所 

田中秀臣 
安達誠司 

産業情報学部産業情報学科長　大井　肇 
書　　　　名 

知的複眼思考法 

創造の方法学 

「できる人」はどこがちがうのか 

苅谷剛彦 

高根正昭 

斎藤　孝 

内田　樹 

小笠原喜康 

講談社 

講談社現代新書 

ちくま新書 

洋泉社 

講談社現代新書 

子どもは判ってくれない 

q

w

e

r

t

著  者  名 発  行  所 

インターネット完全活用編 
大学生のためのレポート・論文術 

総合文化学部日本文化学科長　兼本　敏 
書　　　　名 

柴田　武 

尾藤正英 

斎藤　孝 

大岡昇平 

杉本秀太郎 

岩波新書 

岩波新書 

岩波書店 

新潮文庫 

岩波書店 

読書力 

野火 

日本語はおもしろい 

日本文化の歴史 

古典を読む　徒然草 

q

w

e

r

t

著  者  名 発  行  所 

総合文化学部人間福祉学科長　保良昌徳 
書　　　　名 

ジェームス・アレン 

村上陽一郎 

犬養道子 

デュアン・シュルツ 

カール・ヒルティー 

サンマーク出版 

三省堂 

中央公論社 

川島書店 

岩波書店 

『人間の大地』 

『日本近代科学の歩み』 

『健康な人格』 

『「原因」と「結果」の法則』 

『幸福論』 

q

w

e

r

t

著  者  名 発  行  所 

総合文化学部英米言語文化学科長　新垣　實 
書　　　　名 

中津僚子 

鈴木隆夫 

米須興文 

養老孟司 

P.フルキエ 

文春文庫 

岩波新書 

沖縄タイムス 

新潮新書 

ちくま学芸文庫 

ピロメラの歌 

バカの壁 

なんで英語やるの 

哲学講義１～４ 

q

w

e

r
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著  者  名 発  行  所 

日本人はなんで 
英語ができないのか 

総合文化学部社会文化学科長　江上幹幸 
書　　　　名 

鶴見良行 

綱野善彦 

 

佐々木高明 

池澤夏樹 

筑摩書房 

岩波書店 

ちくま学芸文庫 

NHKブックス 

朝日新聞社 

ナマコの眼 

マレー諸島（上）・（下） 

南からの日本文化（上）（下） 

静かな大地 

『忘れられた日本人』を読む 

q

w

e

r

t

著  者  名 発  行  所 

アルフレッド・ラッセル・ウォレス 
（訳）新妻昭夫 
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資料収集は論文作成の要です！
―　NACSIS-IRと研究紀要ポータルの紹介　―

卒業論文や修士論文を書くには、執筆するテーマの研究動向を知らなければならないので、先行論文を
読むことが必要です。また、本学図書館にはない資料を取り寄せ閲覧することにより、他の学生に一歩先
んじることができます。
テーマがはっきりしない場合は、各専門分野の学術雑誌（図書館3階学術雑誌コーナー）や、各大学の論

文集である紀要（地下２階書庫２）に掲載されている論文を参考にしてください。テーマが決まったら、
NACSIS-IR（以下IR）や研究紀要ポータルを使って、テーマが同じ論文を探しましょう。県内の大学図書館
にその論文がなければ、県外の大学図書館から論文のコピーを取り寄せたり、資料を借りることができま
す。

NACSIS-IR（国立情報学研究所が提供。現在、データベースは39種。）

IRでは、テーマとなる単語やそれに関連する単語で論文検索ができます。IRへは図書館の蔵書・文献検
索用パソコンからだけではなく、学内のどのパソコンからでも接続できます。以下に操作手順を紹介しま
す。

１　図書館のホームページにアクセスして、「NACSIS-IR（学内用）」をクリックします。
２　「NACSIS-IRへの接続　web front 日本語」をクリックします。
３　「１　NACSIS-IR」をクリックします。
４　各データベース名の左側にチェックボックス（□）があるので、「20 雑誌記事索引データベース」を
選択し、「選択実行」をクリックします（主なデータベースの特徴は次項をご覧ください）。

５　「検索条件」に検索語句（５つまで！）を入力して、「検索実行」をクリックします。
６　検索結果が表示されるので、詳細情報が見たい結果の左側にあるチェックボックス（□）を選択し、
「チェックしたレコードを詳細表示します」をクリックします。

７　各詳細情報が表示されます。NCIDの項目が反転表示されているので、そこをクリックすると番号が表
示されます。その番号をもう一度クリックすると、その論文を持っている図書館のリストが表示され
るので、県内に所蔵館があるか確認できます。

８　検索が終わったら、「終了」をクリックして、「99 ログアウト」をクリックしてください。

NACSIS-IRデータベースの紹介

IRには現在39種のデータベースがあります。その中から、本学の学科と照らし合わせて利用頻度の高い
データベースを紹介します。個々人の研究テーマによって有用なデータベースは違いますので、IRホーム
ページ（http://webfront2.nii.ac.jp/）でリストとその特徴をご確認ください。ただし、データベースには、
所蔵館が不明のものや、相互貸借ができない資料も含まれています。（以下IRホームページより抜粋）
・雑誌記事索引データベース（NDLJPI）
我が国の学術雑誌に掲載された論文の標題、著者名、掲載雑誌名、巻号、ページ等を収録した索引デー
タベースです。本データベースは、我が国の主要な学術雑誌約9,000誌を収録対象としていますので、こ
れにより我が国の学術論文の二次情報を検索することができます。



・経済学文献索引データベース（KEIZAI）
我が国の経済学関係の雑誌等に掲載された論文の標題、著者名等を収録したデータベースで、経済資料
協議会の協力を得て国立情報学研究所が作成しています。本データベースの約1,000誌にのぼる収録対象
雑誌は、我が国の経済学関係の主要な学術雑誌を網羅しています。我が国の経済学分野の二次情報を知
ることができます。
・社会学文献情報データベース（SOCIO）
明治期以降、日本人研究者が発表した、あるいは日本国内で発表された社会学関連の文献（著書、翻訳、
雑誌論文、編書論文、AV・マルチメディア資料等）についての書誌情報が収録されています。
・科学研究費補助金研究成果概要データベース（KAKEN）
科学研究費補助金研究成果概要データベースは、文部科学省が交付する科学研究費補助金により行われ
た研究の成果の概要を収録したデータベースです。科学研究費補助金は全ての学問領域にわたって幅広
く交付されていますので、本データベースにより、 我が国における全分野の最新の研究情報について検
索することができます。

研究紀要ポータル（国立情報学研究所が提供。日本の大学・研究機関が発行する紀要の論文検索。）
研究紀要ポータルは論文名や著者名だけでなく、著者の所属、年月日でも検索できます。このサイトへ

は学外のパソコンからも接続することができます。以下に操作手順を紹介します。

１　ブラウザのアドレスバーに「http://kiyo.nii.ac.jp/」と打ち込んで「研究紀要ポータル」にアクセスし
ます。

２　左側の「すべて」と表示されたセレクトボックスから、検索対象項目を選択します。
３　真ん中のボックスに検索語句（各ボックスにひとつ）を入力して「検索」をクリックします。
４　検索結果が表示されます。
５　各詳細情報の右側にある「所蔵館」をクリックすると、その論文を持っている図書館のリストが表示
されるので、県内に所蔵館があるか確認できます。

相互利用のご案内
IRや研究紀要ポータルを使って論文を検索したら、県内にないことを確認し図書館1階カウンターで取り

寄せの申込みをしてください。操作方法、検索語句、IRの表示、論文と図書の違い等、質問があればお問
い合わせください。

前図書課係員（会計課係員） 富村菊江
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文献検索ガイダンス



平成15年度新入生

図書館利用オリエンテーション実施状況

図書館では、新入生を対象に毎年オリエンテー
ションを行っている。平成15年度は４月21日から
５月14日の間実施した。対象学生は1,409名で、実
際に参加したのは、1,284名だった。率にして91％。
オリエンテーションの目的は、図書館に慣れ親

しんでいただくこと、且つ資料等も十分に活用で
きるようになること等である。図書館利用の全般
的な心得について職員が説明し、引き続き各階
（地上４階、地下２階）を案内した。現場で施設設
備・機器備品の説明、図書資料のさがし方や借
用・返却、オンライン検索の使用方法等も説明し

た。最後に、検索から図書にたどりつくまでの行
程をオンライン検索（OPAC）で実習した。

平成16年度新入生

図書館利用オリエンテーションの実施について

平成16年度新入生図書館利用オリエンテーショ
ンは４月19日（月）から実施予定。基礎演習等の
時間を利用して実施するので、必ず参加するよう
に。詳細は、担当教員を通して後日連絡します。

図書館は皆さんを待っている

図書館には蔵書約32万冊（郷土資料、参考図書
含）、視聴覚資料7,000点、雑誌約2,200種類、新聞
47紙、その他パソコン機器35台、ビデオ25席等を
常置している。これらの資料等は皆さんの利用を
待っている。在学時代の４年間、図書館を利用し
知的好奇心を充たしてほしい。常時、図書館に足
を運んでください。

大学院生と学部学生３年次以上を対象に、図書
館で文献検索ガイダンスを実施した。データベー
スを使って文献・論文を検索する方法を説明した
後、検索実習を行った。大学院生対象のガイダン
スは６月に４回実施し52名が参加、学部学生対象
のガイダンスは12月に５回実施し93名が参加した。
学部学生対象のガイダンスでは、「中学校におけ

る不登校」について調べるという設定で、各種デ
ータベースの検索結果の違いを紹介した。平成16
年度も実施する予定である。

ガイダンス参加者の感想
●「不登校」「中学校」を、「YAHOO」「OPAC」
「Webcat」「IR」「研究紀要ポータル」で検索した。
「YAHOO」は膨大なサイトがヒットすること、
沖国大図書館にある資料の検索は「OPAC」、全

国の大学図書館の資料検索は「Webcat」、雑誌の
論文検索は「IR」、大学論文の検索は「研究紀要
ポータル」ですることがわかった。この検索でデ
ータベースが目的に応じて利用できることを理解
した。
●「IR」や「研究紀要ポータル」で検索した論文が
県内の図書館にない場合は、図書館１階カウンタ
ーで資料取寄せの申込みができることがわかっ
た。
●来年の卒論に向け、卒論テーマの先行研究論文を
集める方法を知るために参加した。AVホールで
知識と理屈を学び、その後、パソコンを使った実
習があったので、わからないこともすぐに聞くこ
とができた。ガイダンスで得た知識・技能を最大
限に生かし、内容の深い論文を目指したい。
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表彰式開催

論文・エッセイコンテストの表彰式が12月19日（金）午
後零時10分から図書館会議室で開催された。
新川宣安課長から経過説明が行われ、稲福日出夫館長が

賞状と副賞を受賞者一人ひとりに授与した。引き続き稲福
館長、図書委員の先生の講評が行われた。受賞者は図書委
員の先生方から祝福をうけ「感激しています」、「受賞を機
に更に頑張ります」と喜びを語った。
伊佐常利さんは「最優秀賞という素晴らしい賞をいただ

き、大変うれしく思います。この論文は、夏からゼミで取
り組んできた課題をまとめたものです。文献調査やアンケ
ート調査など、ゼミでのグループ調査をまとめた部分もあ
りますので、今回の最優秀賞はゼミの代表として受賞した
いと思います。この賞を機に文章力や構成力を高め、卒業
論文に活かしていければと思います」と喜びを語った。

稲福館長の講評
「放送が禁止された歌」（伊佐常利）－
冒頭部分から、読者を引きずり込む力強さがある作品である。背

景となる社会情勢もきちんと捉え、冷静に分析している。このよう
なテーマはややもすれば感情的になってしまいがちであるが、この
作品にはそのようなところがない。品格のある文体に好感をもった。
「『夏の花』－平和への祈りの根付き」（小野智子）－
この作品を読んでいて、30数年前の大学時代に読んだリルケの作

品を思い出した。読後感であるが、小野さんはこのような読書感想
といったものを相当に書き込んでいるという印象を持った。一節か
ら七節までまとめる手法は手際良い。だらだらと感想を綴るのでは
なく、読者の呼吸に呼応するような作品である。

最優秀賞
◎総合文化学部日本文化学科３年次　伊

イ

佐
サ

常
ツネ

利
トシ

「放送が禁止された歌」

優 秀 賞
◎総合文化学部日本文化学科１年次　小

オ

野
ノ

智
サト

子
コ

「『夏の花』－平和への祈りの根付き」

佳 　 作
◎法学部法学科４年次　仲

ナカ

村
ムラ

広
ヒロ

子
コ

「涙」
◎総合文化学部日本文化学科１年次　與

ヨ

那
ナ

嶺
ミネ

律
リ

沙
サ

「生きるということ」
◎地域文化研究科南島文化専攻１年次　平

ヒラ

井
イ

芽
メ

阿
ア

里
リ

「宮古を想ふ日々」
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図書館主催の「平成15年度論文・エッセイコンテスト」は、本学学生の日頃の研究及び読書活動の向上を図ることを
目的として平成元年度から実施している。15回目を迎えた今年は、８点の応募があった。
選考は12月12日（金）の第２回図書委員会で行われ、最優秀賞に総合文化学部日本文化学科３年次・伊佐常利さん

の「放送が禁止された歌」が決まった。最優秀賞が出るのは４年ぶりである。
受賞作は、図書館で見つけた森達也著『放送禁止歌』を読むことにより、放送禁止の歌の存在を知ると同時に、放送

局が放送するのにふさわしくない歌を独自で選定することに疑問を感じ、分析・調査等を実施した内容の論文である。
稲福図書館長は「レベルの高い応募作品が多かったように感じました。いろいろなタイプの論文、エッセイがあります。
審査にあたって毎回そうですが、同じ土俵で評価するのは、審査員の先生方の一様のご苦労だと思います。そのような
中で今回、最優秀賞がでたことはうれしいことです」と、審査の苦労や喜びを語った。
優秀賞には同じ日本文化学科１年次・小野智子さんの「『夏の花』－平和への祈りの根付き」が選ばれた。小野さん

の作品は、原民喜著『夏の花』を通し、原爆のむごさ、悲惨さを訴え、二度と再び同じ悲劇が繰り返されぬよう願った
反戦エッセイである。その他に佳作３点も選考された。

※年次は受賞時
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はじめに

8月の始め、私は図書館である本に出会った。
『放送禁止歌』というタイトルであった。ルポライ
ターの森達也氏が2000年7月に発表した著書であ
り、そこには、テレビやラジオで「放送が禁止さ
れた歌」というものが存在することが記されてい
た。差別語やわいせつな言葉を禁止する「放送禁
止用語」というものがあるのならば、メロディに
言葉をのせる歌謡曲の中にも放送できない歌とい
うものがあってもおかしくはない。しかし、私は
これまで放送できない歌というものが存在するこ
とすら考えたことがなかった。驚きであると同時
に、どのような歌がどのような理由で放送禁止に
なるのか、また、沖縄県内にも放送禁止歌という
制度が存在するのか、という問題に大変興味を持
った。
今回のレポートでは、森達也氏の『放送禁止歌』

という本を参考に、これまでの放送禁止歌の歴史
をふまえ、沖縄県内の放送メディアにおける歌謡
曲規制をめぐる状況を調査し、放送禁止歌制度の
課題について考えてみたいと思う。

１．「放送禁止歌」の定義と歴史

世の中では、「放送禁止歌」という制度はもちろ
ん、言葉そのものもほとんど認識されていないだ
ろう。森達也氏によると、放送禁止歌とはさまざ
まな理由で、テレビやラジオの放送メディアにお
いて放送することを規制された歌であると定義さ
れる。「表現の自由」が基本的人権として保障され
ている日本では、法律によって歌謡曲の放送が禁
止されることはない。放送禁止歌とはあくまでも、
放送団体の自主規制による決定であり、放送局が
独自の判断で放送するのにふさわしくないと判断
した歌のことを指しているのである。なお、放送
禁止歌という用語は、正式には「要注意歌謡」と
言い、日本民間放送連盟(民放連)が「要注意歌謡曲
一覧表」を作成、各放送局に配布していたという。

放送禁止(または放送規制)の決定は、歌詞とメロ
ディによって総合的に判断される。歌詞・メロデ
ィとも一切放送禁止の歌をＡランク、メロディは
使用して良いが歌詞は放送してはいけない歌をＢ
ランク、不適当な箇所を削除または修正すれば使
用が許される歌をＣランクと３つの程度が設定さ
れている。放送禁止歌リストが盛んに作成されて
いた当時は、Ａランクに指定されてしまうと、最
低でも5年間はテレビとラジオでの放送が禁止とな
ってしまうため、制作者側にとっては、ほとんど
廃盤に等しい状態の処分になったと言われている。
要注意歌謡曲指定制度は1959年7月に発足したが

民放連による要注意歌謡曲一覧表の作成、配布は
1983年に廃止されている。過去に作られていたリ
ストは、その後5年間は指定の効力は持っていたが、
1987年に経過期間が満了し、現在では放送禁止歌
制度そのものは消滅している。ただし、森達也氏
のレポートによると、制度が存在しないにもかか
わらず、過去に一度指定を受けた歌は、放送局が
問題になることを恐れてか、現在もほとんど放送
されることはないという。

2. 放送禁止歌の種類

2.1 わいせつな歌
では、具体的に放送禁止歌とはどのような内容

の歌謡曲を指すのだろうか。次に、過去に放送禁
止歌に指定された歌を、ジャンルごとにいくつか
紹介してみよう。
放送禁止指定を受けやすい歌謡曲ジャンルの一

つに、「わいせつ表現」を含むものが挙げられる。
例えば、畑中葉子が1980年に発売した「後ろから
前から」という歌がある。畑中葉子が日活の成人
映画に出演していた時期に発売した一連の「お色
気歌謡」の中の1曲であり、タイトルからも解ると
おり、メロディ全体にただようわいせつなムード
と、扇情的な歌詞が一時期問題視されて、放送禁

止の処分を受けている１。

放送が禁止された歌

総合文化学部日本文化学科３年次　　伊　佐　常　利

最優秀賞

１ ただし、わいせつ表現に対する規制は、性に対する社会全体の価値観の変化に応じて、放送禁止リストの刷新の際に見直
されることがあり、後のリストから「後ろから前から」は削除されている。

（年次は受賞時）
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北島三郎のデビュー曲の「ブンガチャ節」(星野
哲郎作詞・船村徹作曲)もまた放送禁止の扱いを受
けている。問題になった歌詞は、「あの娘いい娘
だ／こっち向いておくれ／キュキュキュキュキュ／
すねて横向きゃ／なおかわいい」の中の下線の部
分であり、一見、他愛のない恋愛の歌であるが、
「きゅっ、きゅっ、きゅっ」の擬音部分が、ベッド
のきしむ音を連想させるとして問題視され、発売
から１週間という短い期間で放送禁止の指定を受
けている。

2.2 プロテストソング
1960年代から1970年代にかけて多く発表された

プロテストソングもまた放送禁止の扱いを受ける
ことが多かったと言われている。プロテストソン
グとは、主に政治的なメッセージを前面に打ち出
した楽曲を指し、反政府・反権力・イデオロギ
ー・皇室批判等を内容とする歌謡曲が含まれる。
これらのプロテストソングの中で最も有名な放送
禁止歌は、高田渡が1968年に発表した「自衛隊に
入ろう」(高田渡作詞・ピートシガー作曲)である。
「みなさん方のなかに／自衛隊に入りたい人はいま
せんか／ひとはたあげたいひとはいませんか／自
衛隊じゃ人材を求めています／自衛隊に入ろう入
ろう入ろう／自衛隊に入ればこの世は天国／男の
中の男はみんな／自衛隊に入って花と散る」とい
うように、延々と自衛隊に入ろう、入ろうと連呼
する内容となっている。もちろんこの歌は自衛隊
への勧誘を真剣に歌ったものではなく、自衛隊を
揶揄するシニカルなパロディである。よって、問
題部分としては、第一に自衛隊からのクレームが
考えられるが、森達也氏のレポートや高田渡のそ
の後のコメントによると、自衛隊からはむしろ(発
表当時は)歓迎された歌であったという。放送禁止
扱いとなった理由は反対のことであり、この曲の
パロディ性を理解できず、歌詞の内容を真に受け
て、本当に自衛隊に入隊してしまった人が当時い
た、ということであったと伝えられている。そん
なこともあってか、高田渡はステージでも「自衛
隊に入ろう」を長い間を封印していたと言われて

いる。
フォーククルセダーズが1968年に発表した「イ

ムジン河」(朴世永原詞・松山猛訳詞・高宗漢作曲)
という作品も発表当時は放送禁止(発売禁止)の指定
を受けている。「イムジン河」は朝鮮半島を舞台に
した歌であり、もともとは朝鮮半島で歌われてい
た歌であった。しかし、その歌詞をエッセイスト
の松山猛氏翻訳する際に「北の大地から南の空
へ／飛びゆく鳥よ／自由の使者よ」と訳したこと
に対して、北朝鮮から韓国へ亡命する人々の姿を
連想させ、さらにその行動を「自由の使者」と表
現することで、南側、つまり韓国よりの思想を強
く感じるというクレームを受けたとも伝えられて
いる２。なお、フォーククルセダーズはこの「イム
ジン河」騒動の後に「悲しくてやりきれない」と
いう歌を発表しているが、実はこの曲のタイトル
の由来は、「イムジン河」を発売できなかったとき
のやるせなさからきている、という説もあるという。

2.3 差別歌謡
「差別歌謡」と呼ばれるジャンルも放送禁止の

指定を頻繁に受けている。差別歌謡には二つの種
類がある。一つは、歌詞の中に差別語が出てくる
歌であり、もう一つは、差別問題をテーマにして
いる歌である。
まず、歌詞の中に差別語が出てくるために放送

禁止となった歌を紹介してみよう。高田渡が1971
年に発表した「生活の柄」(山之口獏作詞・高田渡
作曲)では、歌詞の中にホームレスが登場するのだ
が、歌の最後の部分で、「秋は／秋からは／浮浪者
のままでは眠れない」という歌詞が繰り返されて
おり、路上生活者に対する差別語である「浮浪者」
が使用されている、という理由で、近年のテレビ
やラジオでは歌われなくなったと言われている。
なお、差別語については、ニュース番組などでは、
それ以外の言葉に言い換えて表現するという手法
があるが、歌謡曲については言葉を言い換えて歌
うということは難しく、高田渡本人も「ホームレ
ス」と言い換えたら「この歌は意味を全て失う」

２ 「イムジン河」が放送禁止(正確には発売禁止)扱いになった理由については、諸説があり、「発売直前に北朝鮮系の朝鮮総
連から『歌詞が原詩と違い、正しい意味を伝えていない』」といった意見や、「『（作者不詳とされていたが）北朝鮮の歌で
あり、れっきとした作者もいるので、明記するように』とクレームがつき、諸般の事情から発売が中止された」という経
緯があったとも伝えられているが(「イムジン河」に朝鮮総連が理解　34年ぶり発売へ」『サンケイスポーツ』2002.1.31)、
クレームをつけたのは北朝鮮側ではなく、韓国政府からであったという説や、外交問題を考慮して日本政府(内閣調査室)
がその発売を禁止するようにレコード会社に要請したという説もある。森達也氏は、これらの説はいずれも信憑性が薄く、
「真相は未だに僕にはわからない」と語っている。
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とコメントしている。
差別問題をテーマにしているという理由で放送

禁止に指定された歌もある。岡林信康の「手紙」
(岡林信康作詞・作曲)という歌は、「超Ａランク放
送禁止歌」に指定されていたと伝えられ、未だに
この楽曲はテレビやラジオで放送されることはな
いと言われている。「手紙」は、同和問題つまり、
「部落差別問題」をテーマにしている。
森達也氏によると、放送局にとって、差別問題

は「タブー」として避けられてしまうことが多い
という。よって、差別問題をテーマとするという
理由で放送が禁止されるのは、差別を不真面目に
取り上げたり、助長する内容のものだけではない。
その歌が差別問題に対して正面から真剣に取り組
もうとするものであっても、差別問題に触れてい
るという理由だけで規制の対象となってしまうの
である。岡林信康の「手紙」という歌は、差別に
苦しむ女性を主人公にした歌であり、この歌の女
性はある男性と婚約するのだが、女性が部落出身
であることが男性の親族に知られてしまって、男
性の祖父から結婚するなら「お店はゆずらない」
と言われてしまう、というストーリーになってい
る。歌詞の最後は「部落に生まれたそのことのど
こが悪い何が違う／暗い手紙になりました／だけ
ど私は書きたかった」というふうに結んであり、
決して差別を助長するような歌ではない。それど
ころか、世の中の矛盾をえぐり出すような重みの
ある歌である。
森達也氏の取材によると、テレビ局やラジオ局

側の言い分では、この「手紙」を放送すると関係
団体からクレームを受けるから放送しないのだと
いう。しかし、森氏が部落解放同盟に対して行っ
たその後の取材によると、同盟側はむしろこの歌
に好意的な立場をとっており、実際にこの歌を放
送してクレームをつけたことはないということが
明らかになっている。この取材が正しいとすれば、
部落差別問題をテーマにした歌が規制される理由
は単にこの歌が(その内容とは無関係に)差別問題に
触れているからということになる。「手紙」は現在
もテレビやラジオではほとんど放送されることは
ない。

3. 考察 ～沖縄県内の放送禁止歌制度とその課題

テレビやラジオではこれまでさまざまな理由で
数多くの歌を放送禁止扱いにしてきた。森達也氏
によると、過去の放送禁止歌制度の効力は根強く
存続しており、放送関係者を縛り付けているとい
う。私たちがふだん耳にする歌は、テレビ局やラ
ジオ局の「検閲」をかいくぐって、ようやく届け
られたものにすぎないのである。
私が生活している沖縄にもいくつかの放送局が

ある。沖縄県内の放送メディアではどのように歌
の規制を行っているのだろうか。以下、沖縄県内
の放送禁止歌制度の現状を調査し、その課題につ
いて考えてみたい。

3.1 県内放送メディアへのアンケート調査

沖縄県内の放送メディアにおける放送禁止歌制
度の現状を知るため、10月初旬に、アンケート用
紙を県内のテレビ局とラジオ局の全10社に発送し
た３。回答は全5社からあった。その結果を紹介す
ると、まず「放送前に歌詞のチェックを行ってい
るかどうか」という質問については、１社をのぞ
いて、４社とも、必ず行っている、という回答で
あった４ 。
次にこの4社に対して、「どのような歌が規制さ

れるか」という質問をしたところ、わいせつな歌、
差別語を含む歌、差別問題をテーマとする歌、プ
ロテストソングという選択肢のほぼ全てに○(また
は△)がつけられる結果となった。
3つ目の質問では、「誰がどのように放送するし

ないを決めているのか」という質問を行った。4社
ともに、「番組の制作担当者」に○がつけられてお
り、うち1社は「制作部局の責任者」、1社は「判断
ができない場合は考査部の判断を仰ぐ」という追
記もあった。いずれにせよ、放送するか、しない
か、という判断は放送局内部で行われているよう
である。

3.2 放送禁止歌制度の課題
以上のアンケート結果をふまえて、放送禁止歌

制度の問題点と課題を考えてみよう。まず「放送
禁止」という制度の必要性について考えてみると、

３ テレビ局(ＮＨＫ沖縄放送局、沖縄テレビ放送、琉球朝日放送、琉球放送)、ラジオ局(ＮＨＫ沖縄放送局、琉球放送、ラジ
オ沖縄、エフエム沖縄、ＦＭたまん、ＦＭちゃんぷらー)

４ 「行っていない」と回答した1社は、地域FMであり、所有している音源に限りがあることから、放送禁止扱いになるよう
な楽曲は含まれていないと判断しているという回答であった。
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歌というものは、メロディを伴う表現作品である
から、わいせつな歌詞や差別語が含まれる歌詞で
あっても、メロディがおもしろければ、子どもが
何も考えずに口ずさんでしまうという問題もでて
くるだろう。例えば、小さい女の子が「後ろから
前からどうぞ～」と歌うのはおかしな風景であり、
子どもが差別語を知らず知らずに覚えてしまう、
というのも問題がある。テレビ局やラジオ局は
「公共の電波」と言われることがあるが、品のない
歌詞や誰かを傷つけたりするような言葉が含まれ
る歌を不用意に垂れ流しすることは問題であると
も考えられる。
とはいえ、現在の放送禁止制度に全く問題がな

いわけではない。世の中には問題のある歌という
ものが存在するかもしれないが、その放送の可否
を放送局側が決定するという部分がまずひっかか
ってくる。仮に、問題があるとしても、それは、
歌っている本人が責任をとればいいことである。
第一、プロテストソングや差別問題をテーマにし
た歌は、制作者側にそれなりに覚悟があるからこ
そ発表しようと考えたはずである。その歌を放送
して、放送局にクレームがきたとしても、「歌い手
と話し合ってください」と言えばよいのではない
か。曖昧な基準と理由で放送が禁止されるよりも、
歌手にとってはクレームがあったとしても、その
クレームを丸投げされるほうがよほどましなので
はないか。
しかも、ある歌の内容が、わいせつか否か、良

いか悪いか、という判断には個人差というものが
あるはずである。現在の沖縄県内の放送局のよう
に、番組担当者を中心として放送局側の人間だけ
が判断して放送するか、しないかを判断するとい
うのは、「報道」の責務を担うラジオ局やテレビ局
にとって正しいことなのだろうか。仮に放送を規
制しなければいけない楽曲があるとしても、その
判断を放送局側だけが行うならば、そうした対応
は視聴者の立場にも歌手の立場にも立っていない
と私は考える。
近年、マスメディアの「情報操作」に関する問

題が取り上げられることが増えている。何らかの
表現行為や情報を放送しないという決定は、放送
メディアが持つ責務を考えるならば、重大な決断
でなければならない。ある歌を放送禁止にするか

どうか、という決断も、本来であるならば、多く
の議論を重ねた上で決定しなければならない事柄
であろう。こうしたことを考えるならば、放送禁
止歌制度においても、放送局が独断で判断すると
いう方法は大変危険である。少なくとも視聴者や
その歌を制作した歌手やレコード会社の意見を聞
き、話し合いの場を設けた上で決断しなければな
らないはずである。
沖縄県も含めて、現在の放送メディアでは、歌

謡曲というものが、放送局の独断で闇に葬り去ら
れていると言っても過言ではない。今回、放送禁
止歌の歴史を調べるにあたり、私は過去に放送禁
止の指定を受けた歌をレンタルショップや中古レ
コードショップで購入して聴いてみたが、どれも
心を動かされる、とてもいい歌であった。「放送禁
止歌には名曲が多い」という言葉もある。こうし
た名曲が、曖昧な基準、曖昧な判断でメディアか
ら消えていくことは、音楽を愛する一人としてど
うしても納得することができない。

おわりに

先日、沖縄を舞台にしたドキュメンタリー番組
の中で使用された「満州娘」というタイトルの楽
曲が放送禁止扱いになったという記事を目にした。
理由は不明だが、おそらくは「満州」という用語
が問題になったと考えられる。放送禁止歌は決し
て過去の問題ではない。
歌をうたうという行為もまた立派な表現行為の

一つである。そうした表現行為を私たちに伝える
ことは、テレビ局やラジオ局が担う社会的責任の
一つであろう。仮にテレビ局やラジオ局が表現者
のメッセージを規制する必要があるとしても、そ
こには慎重な判断と大きな決断がなければならな
いと私は考えている。
今回の小論が、放送禁止歌の存在を多くの人に

知ってもらい、その問題について考えるきっかけ
となってくれれば、と私は願っている。(2003.11.4)

参考文献
森　達也著
『放送禁止歌』解放出版社, 2000
橋本　健午著
『有害図書と青少年問題―大人のオモチャだった“青少
年”』明石書店, 2002



21

第38号2004（平成16）年４月２日

一

原
はら

民
たみ

喜
き

の『夏の花』は有名な原爆小説の一つで
ある。1945年８月６日の原爆投下直後に書き出し
た記録ノートから書き起こした、いわば広島原爆
の記録小説だ。『夏の花』は記録小説ではあるが、
原民喜は一種冷静ともとれるほど正確な描写で、
原爆投下直後の広島の様子を写し取っている。何
気ない人々とのやりとり、情景、被災者たちの姿。
街をさまよい歩く原民喜の視線が乗り移ってくる
錯覚を感じるほどである。
『夏の花』は主人公の亡き妻への墓参りから始

まる。「８月15日は妻にとって初盆にあたるのだが、
それまでこのふるさとの街が無事かどうか疑わし
かった」と書かれた予感が皮肉にも的中すること
になる。(８月15日の妻の初盆に終戦となったこと
にも、何か更なる運命の皮肉が感じられる。)
『夏の花』は、死者への鎮魂をこめたタイトル

であるというのが一般的な説であるが、そこには
「広島の復活」という言葉も見えてくるのである。
ジョン・ハーシー著『ヒロシマ』の中にある被爆
者佐

さ

々
さ

木
き

とし子さんの証言にはこうある。
「雑草はすでに灰燼をかくし、死都の骸骨の間

に野の花が咲き乱れている。爆弾は植物の地下の
組織には手を触れなかったばかりか、そこに刺激
をあたえたのだ。(中略)まるで、この草の種子がひ
と車、爆弾と一緒に落ちたかとさえ思われる」
ものの一月もしないうちに、新たな生命が広島

の地に芽吹いたのである。草木が二度と生えない
のではないかと言われていた広島に、自然は復活
したのである。それは「生命の復活・再生」を意
味し、広島復興の幕開けの合図になる。
『夏の花』のタイトルは、原民喜が被爆前に妻

の墓参りに訪れる際に買った黄色い夏の花という、
原爆以前の平和な広島を象徴したものである。こ
のタイトルには死者への鎮魂と、平和への祈りが
込められているのだ。

二

原民喜は『夏の花』三部作の『廃墟から』、『壊
滅の序曲』やその後の小説に一つも原爆投下に対
する明確な怒りは書いていない。彼はむしろその
ことを嘆いていた。そして二度と同じ悲劇が繰り
返されぬことを祈った。しかし、『夏の花』に唯一
怒りをのぞかせている。
「水際に蹲っていた一人の兵士が、「お湯をのま

してくれ」と頼むので、私は彼を自分の肩に依り
掛かしてやりながら、歩いて行った。苦しげに、
彼はよろよろと砂の上を進んでいたが、ふと、「死
んだほうがましさ」と吐き棄てるように呟いた。
私も暗然として肯き、言葉は出なかった。やりき
れない憤りが、この時我々を無言で結びつけてい
るようであった」
原爆投下は、戦争終結をもたらすために膨大な

数の日本人を殺さねばならず、広島と長崎はそこ
にもろもろの活動と人口が集中されていたために
目標として選ばれたと言われている。
〈やりきれない憤り〉と広島の一市民である原

民喜はそう書いている。彼は原爆を何か〈天命〉
のようにも感じていたが、これは唯一にして最後
の原民喜の〈怒り〉である。それは、やはり〈怒
り〉よりも〈嘆き〉が彼の中には強かったためで
あろう。

三

「今、ふと己れが生きていることと、その意味
が、はっと私を弾いた。このことを書き残さねば
ならない、と私は心に呟いた」
原爆直前まで自殺を決意していた、つまり一番

死に近かったはずの原民喜は自分が生き残ったこ
とに天命を感じ、このことを書き残す決意にいた
る。この小説は原爆被災者の証言の一つに過ぎな
いかもしれないが、整頓された物語はしかし、決
してフィクションではない、生々しい現実感を私
たちにつきつけてくる。原民喜はこのことを書き

『夏の花』―平和への祈りの根付き

総合文化学部日本文化学科１年次　　小　野　智　子

優　秀　賞

（年次は受賞時）
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のこすことを決意した時から、全ての出来事を克
明に記憶と心に刻み続けたのだ。
その集大成が『夏の花』という小説を生み出し

たのである。
また原民喜は自分が生き残ったことに天命を感

じたのと同じくして、「ふと、私はあの原子爆弾の
一撃からこの地上に新しく墜落して来た人間のよ
うな気持がするのであった」(『廃墟から』)と記し
ている。原爆によって変わり果てた広島の姿は、
原民喜には異国に感じられたのであろう。そして
「広島の死」は、原民喜自身の死も意味したのだ。
広島の無惨な光景は、彼を生まれたての赤子のよ
うに大いに戸惑わせた。その感覚を、原民喜は上
の一文に表現したのである。
そして戦前と戦後の原民喜の作品の比較をして

みれば、この一文に納得できる。
戦前の作品はほとんどが、幻想的な『死と夢』に
彩られたものばかりであった。けれども、原子爆
弾によって原民喜を構成していた幻想の世界は打
ち砕かれた。戦後の作品はほとんどが「原爆」に
引き戻され、縛り付けられたものが多い。中には
童話も書いていたが、その時の彼を支配していた
のはやはり「原爆」だったのである。
原民喜は、「今、ふと己が生きていることと～」

と「ふと、私はあの～」の二文のどちらにも「ふ
と」という言葉を使用している。感受性が強く繊
細な気質だった原民喜に、インスピレーションが
つらぬいたのであろう。「天命を持つ原爆から生ま
れた人間」は、そうして誕生したのだ。

四

「ギラギラノ破片ヤ　灰白色ノ燃エガラガ　ヒ
ロビロトシタ　パノラマノヨウニ　アカクヤケタ
ダレタ　ニンゲンノ死体ノキミョウナリズム　ス
ベテアッタコトカ　アリエタコトナノカ　パット
剥ギトッテシマッタ　アトノセカイ　テンプクシ
タ電車ノワキノ　馬ノ胴ナンカノ　フクラミカタ
ハ　ブスブストケムル電線ノニオイ」
この詩は『夏の花』内に書かれていた詩である。

この詩は原爆によって≪精密巧緻な方法で実現さ
れた新地獄≫をカタカナ文字の無情観によって描
いている。この詩は、原爆投下直後の広島でよく
見られた光景であった。この光景を見ていた原民
喜の驚愕や深い嘆き、未知のものに対する恐怖が
息づいた一枚の絵のような詩だ。この詩は「この

辺の印象は、どうも片仮名で描きなぐる方が応わ
しいようだ」という原民喜の考えからカタカナで
書かれている。何故カタカナであるのか、という
問いがよく聞かれる。それは、『原爆小景』内に出
てくる『永遠のみどり』という詩を見ればおのず
と答えが出てくる。
「ヒロシマのデルタに　若葉うづまけ　死と焔

の記憶に　よき祈よ　こもれ　とはのみどりを
とはのみどりを　ヒロシマのデルタに　青葉した
たれ」
『原爆小景』に収録されている原爆の詩は、こ

の『永遠のみどり』以外は実は全てカタカナ表記
されている。『ギラギラノ破片ヤ』と同じ、原爆後
の悲惨な様子を描いた詩たちである。原爆の様子
をいかに伝えるか。そのためにはひらがな表記で
は表現できなかったのである。ひらがなは普段ふ
つうに使われる、つまり「日常」を意味する。カ
タカナは字体からしてどこか客観的な、無機質感
を持ったつまり「非日常」を意味する。『ギラギラ
ノ破片ヤ』と『永遠のみどり』を見比べてみると、
その違いはよく分かる。『永遠のみどり』は平和を
祈る詩である。ひらがなで書かれたこの詩は、『ギ
ラギラノ破片ヤ』と違い生きた人間の温度、言葉
が感じられる。原民喜は原爆の非情をカタカナの
無機質感で、平和への祈りをひらがなの柔軟さで
書くことを意図したのである。

五

戦後の原民喜は職を求めて広島から東京へと出
ていく。しかし、彼はそこで多くの苦労をするこ
ととなる。その時の体験が、『魔のひととき』、『遥
かな旅』等の一連の作品となっている。
原民喜はリルケの『マルテの手記』に多大な共

感を持っていた。ある種のサイケデリックな手記
は、原民喜の敏感な感受性に鋭く入り込んだのだ
ろう。戦後の東京での生活を描いた一連の作品は、
『マルテの手記』と共通する怯えを伴った強迫観念
に似たものがある。
『壊滅の序曲』、『夏の花』、『廃墟から』の三部

作には客観的な冷静さが伺えるが、その後の作品
は戦後の悲惨な生活が痛々しく伝わってくるよう
になる。更に亡くなった妻との思い出に原爆前の
ように回帰している。
原民喜は広島に残っていれば辛い目にあうこと

もなかった。けれども、小説だけで食べていける
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ような状況ではなく、上京して結果的に体調と神
経症を悪化させてしまった。
1951年に原民喜は結局、自殺してしまうが彼が

これまで生きてこられたのは奇跡的な気力があっ
たからではないだろうか。1944年に最愛の妻・貞

さだ

恵
え

に先立たれてしまい、彼女との思い出を一冊の
本にしたら死のうとしていた時、原爆に遭ったの
である。本来ならば妻の死と原爆の二つの悲劇で
すぐに自殺してもおかしくはなかったであろうが、
「このこと(原爆体験)を書き残さねばならない」と
いう使命感により、原民喜は多くの小説を書いた
のだ。
そして自殺前年に、原民喜は吉祥寺に移り住む。

原民喜の自殺の理由は、断定できる理由が未だに
ないといってもよい。原爆小説を書くという使命
を果たした満足感や、妻との思い出を書ききった
満足感により自殺するに至ったというのが今のと
ころ有力な説とされている。原民喜の遺書の文面
からも、それを窺わせるものがいくつかある。だ
が、1950年の朝鮮戦争で原爆の使用が考慮されて
いたという事実に着目すると、原民喜はこの事実
をどう受け止めていたかが問題になる。今までの
努力が無に帰することにも等しいことを、原民喜
は実感していたということはないだろうか。1951
年の原民喜の鉄道自殺というショッキングでセン
セーショナルな行為はもしかすると、彼の最後に
して最大の「嘆き」だったのではないだろうか。

六

原民喜は、まるで広島の惨劇に遭うために移っ
たようなものだ、と感じ続けていた。確かに、彼
の支えであり一部でもあった妻が死ななければ原
民喜は広島に移り住むこともなかった。何かに導
かれるように広島に移り、原爆に遭う。そして天
命に目覚めて死者の嘆きのためだけに生き続ける
ことを決意した彼は、死者の怒りや悲しみが結合
した「原民喜」という一つの結集した存在だった
のであろうか。
現実と幻想が軋み合う世界に否応なく引きずり

出されていくのは、夢や幻想を追い求める存在で
あった原民喜にはどれほどの苦痛であっただろう
か。戦争が終わり、東京に移り住むが生活環境の
不安は彼を苛み続けた。けれども、原民喜は死者
のためにも、妻との思い出を綴るためにも死ぬわ

けにはいかなかった。
そんな彼は、果たして生きていたのだろうか

．．．．．．．．．．．．．．
。

東京の街を転々とさまよい続け、細々と教師の仕
事をしていたという原民喜は、まるで幽霊のよう
な印象を、小説を読んだ人間に与えることがある。
小説家の岩

いわ

佐
さ

東
とう

一
いち

郎
ろう

氏は、原民喜のことを描いた
『生霊』という詩の中で、「自殺する前に　すでに
死んでいた彼　原民喜」としている。彼の眼に原
民喜は、生きているはずなのに実感が薄い幽霊の
ように写っていたのである。けれども、彼は自分
の内からの声(被爆して死んでいった者たちの)と、
外からの声(世間の、特に彼を追い詰める者たちの)
に必死に抵抗し、生き続けたのである。
「僕は突離された人間だ。還るところを失った

人間だ。突離された人間に救いはない。還るとこ
ろを失った人間に救いはない。では、僕はこれで
全部終わったのか。僕のなかにはもう何もないの
か。僕は回転しなくてもいいのか。僕は存在しな
くてもいいのか。違う。それも違う。僕は僕に飛
びついても云う。……僕にはある。僕にはある。
僕にはある。僕にはまだ嘆きがあるのだ。僕には
ある。僕にはある。僕には一つの嘆きがある。僕
にはある。僕にはある。僕には無数の嘆きがある」
(『鎮魂歌』)
原爆によって「死」を体験し、生還した原民喜

は周囲の目から見れば死んだ人間同然に思えたの
であろう。彼は自分の中の死者と向き合い続けた
のだから、そう見えても仕方なかったのかもしれ
ない。
だが、彼にも生きた証がある。それはまぎれも

なく、『夏の花』を先頭とする小説や詩たちである。
彼の想いの全てが集約された作品群は、彼の生き
た道程であり確実な証拠なのである。

七

「僕は還るところを失った人間、剥ぎ取られた
世界の人間。だが僕は彼等のために祈ることだっ
てできる。僕は祈る。(彼らの死が成長であること
を、その愛が持続であることを。彼らが孤独なら
ぬことを。情欲が眩惑ではなく、狂気であまり烈
しからぬことを。バランスと夢に恵まれることを。
神に見捨てられざることを。彼等の役人が穏やか
なることを。花に涙ぐむことを。彼等がよく笑い
あう日を。戦争の絶滅を。)」 (『鎮魂歌』)



岩田ゼミ、6つのテーマ発表
総合文化学部講師　　岩　田　直　子

人間福祉学科社会福祉専攻２年次の３つのゼミ
（計105名）は、年に２回、合同ゼミを開催してい
ます。後期の合同ゼミは、岩田ゼミが日頃の成果
を披露しました。岩田ゼミでは、「ドメスティック
バイオレンス」、「家族に子どもは必要か～子ども
の価値について」、「少年非行～地域で家族への地
域支援サポートを考える～」「同姓婚について」、
「障害児をもつ家族」、「自閉症児を持つ家族」の６
つのテーマごとにグループをつくり調査研究を進
めてきたのですが、その成果を発表する方法とし
てポスター発表をすることにしました。
早速、100人以上の人間が６グループのポスター

発表を聞くことができる場所がないか学内中を探
しました。条件に合う場があるか心配でしたが、
大きな間仕切りと広くてきれいなスペースがある
図書館４階ホールという名案が出て、「なるほど、
おもしろそう！」と一同、盛り上がりました。図
書館職員に伺ったところ、とても親切に対応して
下さるばかりでなく、アイディアも下さり、当初
の計画よりはるかに素晴らしいものになりました。

合同ゼミ当日、学生達は、ホールの空間を利用で
きるように間仕切りを移動させたり、ポスターを
がびょうで貼ったり、配布資料を確認したりして
準備しました。そして本番。まず、学生の代表が
AVホールを利用して取り組みの経緯を報告しまし
た。次に、ホールに移動し、発表を聞く側の学生
達にも６グループに分かれてもらい、10分間の発
表を順々にまわる仕組みをつくり、すべての発表
を聞いてもらいました。１週間前の予行練習で感
覚をつかんだゼミ生達は、緊張しながらも、それ
ぞれ工夫を凝らして研究成果を伝えていました。
発表中は、発表者と聞く側がとても近く、質問も
しやすかったのでしょうか、活発なやりとりがあ
ちらこちらで見られ、お互いに学び合うことがで
きた有意義な時間になりました。
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1945年８月６日、８月９日の広島、長崎への原
爆投下、そして一九五一年の原民喜の自殺から半
世紀が経つ。今世紀も原子爆弾は地球上に存在す
る。「ノーモアヒロシマ」「ノーモアナガサキ」の
声も、どのくらい世界に広がっているのか、理解
されているのか危ういところである。そして未だ
に日本と諸外国、特にアメリカとの｢広島・長崎へ
の原爆投下｣に対する認識の差が著しく違っている
状態である。
原民喜の『夏の花』は、「戦争の記憶の風化」が

懸念されている現在も、原爆小説の一つとしてそ
の存在は薄れることなく、私たちに戦争や原爆の
恐ろしさ、人間のあり方を問いかけてくる。原民
喜は内向的で繊細な人間であった。しかし、原爆
という経験によってそれを書き留めようとした彼
の決意というのは、どれほどの意志であったであ
ろうか。原爆の後遺症と自身の内面との孤独な闘
いを繰り広げながら、原民喜は小説という「祈り
の種」を増やし続けたのである。

『夏の花』は読み方によっては記録小説ではあ
るが、ふとした瞬間に原民喜の意志が突き刺さっ
てくる。それは、戦争への嘆きや怒りではない。
堅固な、平和への祈りである。『夏の花』は今後も
この作品を読んだ人々の心に「祈りの種」となり
そこに根付くことだろう。

参考文献
西島　有厚著
『原爆は何故投下されたか　日本降伏をめぐる戦略と外
交』青木書店, 1968
嘉指　信雄著
『哲学の21世紀―ヒロシマからの第一歩』広島平和文化
センター, 1999
原　民喜著
『夏の花』(集英社文庫), 集英社, 1993
原　民喜著、草野　心平ほか監修
『原民喜全集』1～3巻, 芳賀書店, 1966
原　民喜著
『原民喜戦後全小説』(講談社文芸文庫), 上下巻, 講談社,
2000

研究成果を発表中



嘉数津子様から特別寄付金受入

平成15年10月25日、嘉数津子様から図書購入費として
百万円の寄附があった。嘉数様は、県内の私学教育に尽
力した功績で県功労賞を受賞し、その記念として本学や
他の大学へ寄附された。
12月12日の「図書委員会」で使途について審議し、そ

の結果、教育関係の図書を購入することになった。尚、
12月29日に本学から嘉数様へ感謝状が贈呈された。

平成15年度
私立大学等研究設備整備費等補助金

（私立大学等研究設備等整備費）交付決定

文部科学省高等教育局長から、平成16年１月21日付、
次の通り交付決定通知があった。補助率は60％。

※総合文化学部英米言語文化学科申請の特定図書、英米
文学研究関連資料コレクションは不採択。

西日本図書館学会から本学図書館表彰

本学図書館は、永年にわたる会員としての貢献に対し、
西日本図書館学会から表彰を受けた。西日本図書館学会
は1953年11月に創設され、昨年50周年を迎えた。表彰式
は２月28日、福岡市総合図書館で行われた。団体会員と
個人会員があり、稲福日出夫図書館長は７団体（研究所、
大学図書館等含）を代表して中川原徳仁西日本図書館学
会会長から表彰を受けた。
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６月６日（金） 本部高等学校生15名／図書館見学
６月12日（木） 久米島高等学校生30名／図書館見学
６月12日（木） 中部商業高等学校生36名／図書館見学
６月16日（月） 辺土名高等学校生30名／図書館見学
６月17日（火） 琉球大学附属中学校生５名（引率

含）／資料調査
６月25日（水） 日韓学生交流会30名／図書館見学
６月26日（木） 留学生対象図書館利用ガイダンス
７月１日（火） 琉球大学附属中学校生５名（引率

含）／資料調査
７月３日（木） 熊本学園大学　学長坂本正氏他７名／

図書館視察
７月８日（火） 宜野座高等学校生100名／図書館見学
７月９日（水） 琉球大学附属中学校生10名（引率

含）／資料調査
７月18日（金） 宜野湾高等学校生30名／図書館見学
７月22日（火） 八重山高等学校生４名／図書館見学
７月23日（水） 宮古郷友連合会役員６名／図書館視察
８月２日（土） 陽明高等学校生20名／図書館見学
８月８日（金） 小禄高等学校生20名／図書館見学
８月14日（木） 北山高等学校生30名／図書館見学
８月19日（火） 宜野座高等学校生15名／図書館見学
８月19日（火） カイロ大学文学部日本語学科　助教授

マハマド・M・F・モスタファ氏／図
書館視察

８月21日（木） 北山高等学校生30名／図書館見学
９月12日（金） 中央学院大学職員５名／図書館視察
10月16日（木） 読谷高等学校PTA30名／図書館見学
10月22日（火） 名護高等学校生150名／図書館見学
10月18日（土） 創立30周年記念国際シンポジウムパネ

リスト イリノイ大学名誉教授　平　恒
次氏、静岡県立大学教授　伊豆見　元
氏、宜野湾市長　伊波　洋一氏、韓国
翰林大学校翰林科学院日本学研究所所
長　池　明観氏／図書館視察

10月21日（火） 名護高等学校生107名／図書館見学
10月23日（木） 陽明高等学校生171名／図書館見学
10月28日（火） 陽明高等学校生43名／図書館見学
10月29日（水） 具志川高等学校生94名／図書館見学
10月30日（木） 金沢大学附属図書館　専門図書員　梶

尾　重明氏／図書館視察
11月17日（月） 韓南大学職員３名／図書館視察
12月15日（月） カイロ大学副学長　モハメッド・アナ

ス氏他４人／図書館視察
12月22日（月） 宜野湾高等学校生150名／図書館見学
１月22日（木） 八重山商工高等学校　教諭　當銘　由

美氏他２名／図書館視察
１月29日（木） 国立国会図書館国会分館　参考課資料

第一係　中川　透氏／図書館視察
２月19日（木） 独立行政法人　科学技術振興機構　情

報事業本部　情報提供部　西日本支所
支所長　原　茂樹氏　他１名／図書館
視察

３月８日（月） 筑波大学社会科学系教授　菱山　謙二
氏　他１名／図書館視察

３月11日（木） 高岡短期大学　図書主任　櫻井　幸子
氏／図書館視察

３月22日（月） 石川市立図書館司書　６名／図書館視
察

夏休み・春休み
－高校生への図書館利用サービス開始－

平成15年度から、本学の休業期間中（夏期［８／１～
９／30］、春期［３／１～３／31］）に限り、高校生への図書
館利用サービスを開始した。
図書館は、学生や教職員の利用の他に広く社会に門戸

を開放してきた。しかしながら入館者の年齢制限が満19
歳以上となっていたために高校生は利用できなかった。
平成15年度に、本学の休業期間中は16歳以上の市民も利
用できる旨、規定を改正した。これにより高校生の利用
も可能となった。因みに、平成15年度の高校生の利用者
数は47名であった。

坂出祥伸教授から道教関係法具寄贈される

図書館は、坂出祥伸関西大学教授から道教関係の法具
リスト50種余を寄贈された。平成16年３月25日、図書館
の多目的ホールに坂出教授をお迎えし、法具寄贈式がお
こなわれた。
波平学長は、「資料を保存展示し本学及び地域におけ

るアジアの宗教文化の研究と教育に活用させていただき
ます」と感謝の言葉を述べた。

カイロ大学副学長らカイロ大学副学長ら、、図書館視察図書館視察
本学と学術交流協定を締結するため来県した国立カイ

ロ大学のモハメッド・アナス副学長他４名の先生方は、
12月15日図書館を視察した。地上４階、地下２階を案内
し、新川課長が説明した。モハメッド・アナス副学長ら
は、床冷房と一般空調を併用した省エネ・低騒音の配慮
に感心した様子だった。また、４階AVホールでは、操
作方法や利用状況等について質問された。
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＊＊＊ 新図書館長 ＊＊＊
稲福日出夫のプロフィール

平成16年３月31日付けで任期満了と
なった稲福日出夫館長は、引き続き図
書館長として平成16年４月１日付けで
就任した。任期は平成18年３月31日ま
で。新館長の略歴は、次の通り。

1950年９月 平良市生まれ。
1969年３月 普天間高校卒業。
1969年４月 名古屋大学法学部入学。
1975年４月 同志社大学大学院法学研究科修士課程入学。
1982年３月 同大学院博士課程退学。
1995年４月 沖縄国際大学法学部教授。専攻は近代ドイツ

法史学、法思想史。
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２. 平成15年度図書委員会開催状況
第１回　平成15年５月30日（金）図書館会議室
報告事項
（１）平成15年度図書委員構成について
（２）平成14年度学科別等図書費執行状況について
（３）平成14年度図書及び学術雑誌資料構成一覧について
（４）平成14年度図書館利用状況について
（５）平成14年度学外者の図書館利用カード申請者集計について
（６）平成14年度指定図書申請状況について
（７）平成15年度図書整備計画書提出状況について
（８）平成15年度図書館利用オリエンテーション実施状況について
（９）平成15年度図書の発注業者について
（10）国立情報学研究所紀要ポータルについて
（11）私立大学図書館協会西地区部会2003（平成15）年度第１回九

州地区協議会及び第54回九州地区大学図書館協議会について
（12）館内における救急処置の説明会について

審議事項
（１）委員長に事故あるときの職務代行者の選出について

（２）平成15年度論文・エッセイ募集について
（３）教職課目のバックナンバー購入の予算措置について
（４）「学外者の図書館利用内規」の一部改正（案）について
（５）研究助成費交付規程改正前購入のコンピュータソフトについ

て

第２回　平成15年12月12日（金）図書館会議室
報告事項
（１）大学院対象図書館利用ガイダンスについて
（２）蔵書点検について
（３）夏期休暇中における高校生の図書館利用について
（４）学部生対象文献検索ガイダンスについて
（５）図書館防災訓練について
（６）新学科対応予算について
（７）嘉数津子氏からの特別寄付金（図書購入費）について
（８）平成15年度私立大学教育研究高度化推進特別補助「教育・学

習方法等の改善」の採択について
（９）平成15年度私立大学等研究設備整備費等補助金の交付内定に

ついて

審議事項
（１）特別寄付金（図書購入費）による図書購入について
（２）平成15年度論文・エッセイの審査について

第３回　平成16年３月15日（月）図書館会議室
報告事項
（１）平成15年度私立大学等経常費補助金の内定について
（２）図書館での盗難事件発生について
（３）平成16年度新入学生対象の図書館利用オリエンテーション実

施について

審議事項
（１）平成16年度私大助成の申請学科について
（２）平成16年度図書整備計画について
（３）新設学科（地域環境政策学科、産業情報学科）関係の図書売

買契約について
（４）借用中の研究助成費等による購入図書の所在確認について
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